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今月の表紙　かなや納涼おしゃるきまつり

木
製
の
卒
塔
婆
が
腐
っ
た
の
で
、
康
永
３
年
（
１
３
４
４
年
）

に
弁べ
ん

迂う

と
い
う
人
物
が
湯
浅
氏
一
族
を
勧
進
し
て
、
石
の
卒
塔

婆
に
建
て
替
え
ま
し
た
。
現
在
、７
カ
所
に
卒
塔
婆
が
現
存
し
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

江
戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
、
紀き

伊い

国
の
名
所
や
旧
跡
な
ど

を
ま
と
め
た
「
紀
伊
国
名
所
図ず

会え

」
と
い
う
書
物
の
中
に
は
吉

原
遺
跡
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
の
中
心
に
は
、
水

田
の
中
に
あ
る
「
上
人
誕
生
古
跡
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
卒
塔

婆
が
農
作
業
の
合
間
に
休
憩
す
る
人
や
筆
を
手
に
し
た
旅
人
の

よ
う
な
人
物
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
卒
塔
婆
の
背
後
に

は
木
が
１
本
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在
エ
ノ
キ
の
大

木
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
塔
婆
の
近
く
に
は
「
上
人
胎た
い

衣い

塚
」
と
刻
ま
れ

た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
胎
衣
と
は
胎
児
を
包
む
胎
盤
の
こ
と

で
、
か
つ
て
は
屋
敷
地
や
床
下
な
ど
へ
胎
盤
を
埋
め
る
風
習
が

あ
り
、
塚
や
石
碑

が
建
て
ら
れ
て
地

域
の
信
仰
対
象
に

な
る
場
合
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
他
、

明
恵
上
人
が
故
郷

を
思
っ
て
詠
ん
だ

歌
の
歌
碑
も
あ
り
、

明
恵
上
人
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る

場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

吉
原
遺
跡
は
、
有
田
川
町
を
代
表
す
る
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
明

恵
上
人
（
１
１
７
３
〜
１
２
３
２
年
）
が
生
誕
し
た
と
伝
わ
る
場

所
で
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
恵
上
人
ゆ
か
り
の

寺
で
あ
る
歓
喜
寺
の
西
約
１
５
０
ｍ
の
地
点
に
あ
り
、
付
近
の
地

名
は
「
上
人
田
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

明
恵
上
人
が
修
行

し
た
草そ
う

庵あ
ん

７
カ
所
と

生
誕
地
を
加
え
た
８

カ
所
の
遺
跡
は
、「
明

恵
上
人
紀
州
八は
っ

所し
ょ

遺

跡
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。八
所
遺
跡
は
、

明
恵
の
高
弟
で
あ
っ

た
喜き

海か
い

が
嘉か

禎て
い

２
年

（
１
２
３
６
年
）
に

明
恵
の
遺
徳
を
し
の

ん
で
木
製
の
卒そ

塔と

婆ば

を
建
て
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。そ
の
後
、

そ
の
86
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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9 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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7 月 15 日（月・祝）、第 11 回 
かなや納涼おしゃるきまつりを行
いました。予定日から 1日延期し
ての開催となり、催し内容も一部
変更となりましたが、約 7,000 人
の方にお越しいただきました。
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災
害
大
国
、
日
本
。
位
置
・
地
形
・
地

質
・
気
象
な
ど
の
自
然
条
件
か
ら
、
台
風

や
豪
雨
、豪
雪
、洪
水
、土
砂
災
害
、地
震
、

津
波
、
火
山
噴
火
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
や
す
い
国
土
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）

は
日
本
各
地
で
地
震
・
豪
雨
・
台
風
な
ど

の
災
害
が
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
大

阪
府
北
部
地
震
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
、

台
風
20
・
21
・
24
号
、
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
…
。
日
本
全
国
で
広
範
囲
の
地
域
に

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て

も
昨
年
の
台
風
に
よ
る
被
害
は
記
憶
に
新

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
ん
な
と
き
、
ど
う
い
う
行
動
を
取

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
」「
大
地
震
が
起
こ
っ

た
と
き
、
家
族
の
安
全
は
ど
う
や
っ
て
確

認
す
れ
ば
い
い
？
」「
備
蓄
品
や
非
常
持

ち
出
し
品
っ
て
ど
ん
な
も
の
？ 

何
を
備

え
て
お
け
ば
い
い
の
？
」。
必
要
な
備
え

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
れ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
自
身
に
今
で
き
る
備
え
と
は

何
な
の
か
、
特
集
を
通
じ
て
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
。防

災
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

4

消費税法の改正に伴い、水道料金・水道加入分担金・メーターの使用料（水道）・公共下水道使用料・農
業集落排水施設使用料と簡易排水処理施設使用料・市町村設置型浄化槽使用料が変更になります。新しい料
金などは表のとおりです。新しい料金は今年10月1日から適用され、11月請求分からは新料金となります。

問水道課（水道に関すること）・下水道課（下水道に関すること）

メーターの使用料
口径 料金

20㎜まで 110 円
25㎜ 231 円
30㎜ 385 円
40㎜ 440 円
50㎜ 3,300 円
75㎜ 3,740 円

水道料金（1カ月につき）　※メーター使用料は別
料金区分 基本料金 超過料金

用途別 水量 料金 水量 料金
(1㎥につき )

一般家庭用 10㎥まで 1,540 円

10㎥を超え
100㎥まで 154 円

100㎥を超えるもの 187 円

営業用 
( 会社・官公庁・
病院・学校など )

10㎥まで 1,870 円

10㎥を超え
100㎥まで 187 円

100㎥を超えるもの 220 円

特殊用 (一時用 ) 20㎥まで 5,500 円 20㎥を超えるもの 330 円

水道加入分担金
メーター
口径

水道加入
分担金の額

13㎜ 14 万 3,000 円
20㎜ 22 万円
25㎜ 34 万 1,000 円
30㎜ 49 万 5,000 円
40㎜ 88 万円
50㎜ 143 万円
75㎜ 330 万円

　消費税増税に伴い、施設使用料
などについても 10 月 1日から値上
げを行います。
　利用料金については町ホーム
ページでご確認いただくか、施設
担当部署にお問い合わせください。

公共下水道使用料

区分
基本料金 超過料金

排除
汚水量 金額 排除

汚水量 金額

一般排水 10㎥まで 1,320 円 1㎥につき 132 円

農業集落排水処理施設使用料
・簡易排水処理施設使用料
基本料金
（月額）

人員割
（月額）

1,650 円 1 人あたり 660 円

市町村設置型浄化槽使用料

人槽区分 使用量の額
（月額）

5人槽 4,400 円
7 人槽 5,170 円

8 ～ 10 人槽 6,270 円
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広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



ぶ
ど
う
山
椒
の

生
態
研
究
協
力
者
を
募
集

一
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
ぶ
ど
う
山さ
ん

椒し
ょ
うの
生
態
研
究
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、
改

植
を
目
的
と
し
た
研
究
協
力
者
に
苗
の
無

料
配
付
を
行
い
、
気
候
条
件
と
生
育
と
の

関
連
性
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
1
戸
あ
た

り
の
配
布
本
数
は
、
下
限
10
本
〜
上
限
50

本
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
申
込
期
間

内
に
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
／
有
田
川
町
内
に
園
地
が
あ
り
、
既

に
対
象
品
種
を
植
栽
ま
た
は
新
た
に
対
象

品
種
を
植
栽
し
、
な
り
わ
い
と
す
る
意
志

が
あ
り
、
生
産
効
率
の
向
上
を
目
的
と
し

た
生
態
研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の

う
ち
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
当
事
業
の
活
用
後
、
10
年
以
上
生
産

活
動
を
継
続
す
る
意
思
を
有
す
る
こ
と
　

②
当
事
業
の
活
用
が
、
樹
齢
の
上
昇
ま

た
は
風
水
害
を
原
因
と
す
る
被
害
な
ど

に
よ
る
生
産
量
の
減
少
へ
の
対
策
に
つ

な
が
る
こ
と
　
③
申
請
者
と
土
地
所
有

者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
、
申

請
者
と
土
地
所
有
者
が
異
な
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
土
地
所
有
者
の
同
意
が
得

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の

提
出
が
あ
れ
ば
こ
の
限
り
で
は
な
い
）　

④
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
方

●
受
付
期
間
／
10
月
7
日
（
月
）
〜
10
月

11
日
（
金
）

産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

産
業
振
興
室

 

◆
◆
◆

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

退
職
金
請
求

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
昭
和
57
年

（
1
9
8
2
年
）
に
「
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
」
に
よ
り
発
足
し
た
林
業
で
働
く

方
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な

い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て

い
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

未
受
給
の
恐
れ
が
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
支

部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
東
京
都
豊
島

区
東
池
袋
１
‐
２
７
‐
１ 

ニ
ッ
セ
イ
池
袋

ビ
ル
）
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

9
月
10
日
〜
16
日
は

自
殺
予
防
週
間

9
月
10
日
（
火
）
の
「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
か
ら
1
週
間
は
、
自
殺
予
防
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
自
殺
予
防
週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
で
は
各
種
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
開
催
日
時
・
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
わ
か
ち
あ
い
の
会
「
う
め
の
花
」

・
対
象
／
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
方

・
場
所
／
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
参
加
費
2
0
0
円

※
一
時
保
育
あ
り（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）。

※
初
参
加
の
方
は
申
し
込
み
が
必
要
。

●
自
死
遺
族
相
談
（
個
別
相
談
）

・
対
象
／
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
方

・
場
所
／
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
無
料
。
予
約
必
要
。

●
薬
物
依
存
当
事
者
と
家
族
の
個
別
相
談

・
対
象
／
薬
物
依
存
症
・
覚
せ
い
剤
・
危

険
ド
ラ
ッ
グ
・
処
方
薬
な
ど
に
お
悩
み

の
方
や
そ
の
家
族

・
場
所
／
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
無
料
。
予
約
必
要
。

●
は
あ
と
ラ
イ
ン
電
話
相
談

・
対
象
／
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

方
、大
切
な
ひ
と
を
自
死
で
失
っ
た
方
、

依
存
症
・
嗜し

癖へ
き

な
ど

・
相
談
電
話
番
号
／
０
７
３
‐
４
２
４
‐
１
７
０
０

※
3
6
5
日
・
24
時
間
対
応

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題 

相
談

・
対
象
／
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
関
す
る
問
題
に

お
悩
み
の
方
や
そ
の
家
族

・
場
所
／
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
無
料
。
予
約
必
要
。

問
和
歌
山
県
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
７
３
‐
４
２
４
‐
１
７
０
０
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広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）

一
言
で
「
災
害
」
と
言
っ
て
も
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
。
ど
ん
な
災
害
が
発
生
し
得
る
の
か
を
知
ら
な
い
と
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
自
然
災
害
と
、
防
災
情
報
の
受
け
取
り
方
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

今
年
か
ら

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
の

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
と
は

台
風
な
ど
に
よ
る
風
水
害
発

生
の
恐
れ
の
高
ま
り
に
応
じ

て
、
5
段
階
の
レ
ベ
ル
分
け
で

危
険
度
を
示
し
、
早
期
避
難
な

ど
の
命
を
守
る
最
善
の
行
動
を

取
る
よ
う
、
促
す
た
め
の
も
の

で
す
。

高
齢
の
方
や
体
が
不
自
由
な

方
な
ど
、
避
難
に
時
間
を
要
す

る
方
は
「
警
戒
レ
ベ
ル
3
『
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
』」
で
避
難
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
に
つ

い
て
も
避
難
準
備
を
始
め
、
危

険
だ
と
思
っ
た
ら
避
難
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
防
災
無
線

必
要
で
す
。
そ
の
理
由
は
「
水
の
怖
さ
」

に
あ
り
ま
す
。
地
面
か
ら
水
面
ま
で
の
高

さ
（
浸
水
深
）
が
40
〜
50
㎝
あ
る
と
、
歩

行
が
困
難
に
な
り
、
避
難
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
浸
水
す
る

前
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
既
に

浸
水
し
、
屋
外
へ
の
避
難
は
危
険
だ
と
判

断
し
た
場
合
、
最
低
限
、
頑
丈
な
建
物
の

2
階
以
上
へ
退
避
す
る
な
ど
、
命
を
奪
う

危
険
か
ら
逃
れ
る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い

る
と
き
に
は
、
む
や
み
に
外
出
す
る
の
は

避
け
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
か
ら
と
い
っ

て
、
河
川
や
用
水
路
の
様
子
を
見
に
行
く

よ
う
な
こ
と
は
危
険
な
行
為
で
す
。

大
雨
が
降
り
続
け
る
と
土
砂
災
害
発
生

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
雨
が
止
ん
で

も
、
半
日
程
度
は
注
意
が
必
要
で
す
。

台
風
や
低
気
圧
、
前
線
、
竜
巻
な
ど
の

突
風
に
よ
る
風
水
害
は
、
日
本
の
ど
こ
で

も
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
災
害
で
す
。
し

か
し
、
気
象
情
報
の
入
手
な
ど
、
早
め
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
積

極
的
に
情
報
を
取
得
し
、
早
め
の
備
え
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
水
害
に
つ
い
て
、
早
め
の
避
難
が

4



あ
な
た
が
ど
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
て

も
、
地
震
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。
家
に
い

る
と
き
な
の
か
、
車
を
運
転
し
て
い
る
と

き
な
の
か
、真
冬
の
日
な
の
か
、雨
が
降
っ

て
い
る
日
な
の
か
、
旅
行
中
な
の
か
…
。

地
震
の
発
生
は
詳
細
な
予
測
が
困
難
で

す
。
し
か
し
近
い
将
来
、
有
田
川
町
を
襲

う
と
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、

今
後
30
年
以
内
に
70
〜
80
％
の
確
率
で
発

生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
海
溝
型
の
地

震
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、
地
震
の
発
生

を
事
前
に
周
知
す
る
緊
急
地
震
速
報
が

鳴
っ
て
か
ら
一
定
の
猶
予
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
央
構
造
線
断
層

帯
に
よ
る
直
下
型
地
震
の
と
き
に
は
、
緊

急
地
震
速
報
よ
り
も
早
く
揺
れ
が
来
る
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
緊
急
地
震
速
報

が
鳴
っ
て
か
ら
動
け
ば
い
い
や
」
で
は
、

遅
い
の
で
す
。
命
を
守
る
最
善
の
行
動
を

取
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
災
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
、
し
ば

し
ば
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
す
。
公
助
は
「
公
的
機
関
に

よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
援
助
」
を
指
し
ま
す

が
、
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は

で
は
「
警
戒
レ
ベ
ル
3
『
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
』

発
令
。
避
難
に
時
間
が
か
か
る

方
は
、
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
放
送
し
ま
す
。

ま
た
、「
警
戒
レ
ベ
ル
4
『
避

難
勧
告
』」
を
発
令
し
た
と
き

は
、
安
全
な
避
難
場
所
な
ど
へ

の
立
ち
退
き
避
難
を
基
本
と
す

る
避
難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。「
警
戒
レ
ベ
ル
4
『
避
難

指
示
（
緊
急
）』」「
警
戒
レ
ベ

ル
5
『
災
害
発
生
情
報
』」
を

待
つ
こ
と
な
く
、
行
動
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報
」
と
は

気
象
庁
や
県
な
ど
が
発
表
す

る
防
災
気
象
情
報
（
風
水
害
に

関
す
る
情
報
）
に
つ
い
て
、「
警

戒
レ
ベ
ル
〇
（
2
〜
5
の
い
ず

れ
か
の
数
字
）
相
当
情
報
」
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

役
場
で
は
警
戒
レ
ベ
ル
相
当

情
報
を
参
考
と
し
て
総
合
的
に

判
断
し
、
避
難
情
報
を
発
令
し

ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
は
警
戒

レ
ベ
ル
相
当
情
報
を
も
と
に
、

主
体
的
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ

て
く
だ
さ
い
。

公
助
の
機
能
に
限
界
が
あ
る
の
が
現
実
。

平
常
時
か
ら
自
分
（
家
族
）
の
命
は
自
分

で
守
る
と
い
う
「
自
助
」、
周
り
の
人
と

協
力
し
て
1
人
で
も
多
く
の
人
を
助
け
る

「
共
助
」
を
意
識
し
、
大
規
模
災
害
に
備

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
危

険
と
し
て
、
津
波
・
火
災
・
土
砂
災
害
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
火
災
は
、

避
難
の
際
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
た
り

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
た
り
す
る
こ
と
で
、

発
生
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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・
受
付
期
間
【
一
般
】
／
9
月
5
日
（
木
）

〜
30
日
（
月
）

・
試
験
日
【
推
薦
・
総
合
】
／
9
月
28
日

（
土
）・
29
日
（
日
）

・
試
験
日
【
一
般
】
／
11
月
9
日
（
土
）・

10
日
（
日
）

・
資
格
【
推
薦
】
／
高
卒
者
（
見
込
み
含

む
）
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了
者
（
見

込
み
含
む
）
か
つ
21
歳
未
満
の
者
。
高

等
学
校
長
の
推
薦
が
必
要

・
資
格
【
総
合
・
一
般
】
／
高
卒
者
（
見

込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了

者
（
見
込
み
含
む
）
か
つ
21
歳
未
満
の

者
●
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
学
生
）

・
受
付
期
間
／
9
月
5
日（
木
）〜
30
日（
月
）

・
試
験
日
／
10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

・
資
格
／
高
卒
者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た

は
高
専
3
年
次
修
了
者（
見
込
み
含
む
）

か
つ
21
歳
未
満
の
者

●
防
衛
医
科
大
学
校

・
受
付
期
間
／
9
月
5
日（
木
）〜
30
日（
月
）

・
試
験
日
／
10
月
19
日
（
土
）

・
資
格
／
高
卒
者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た

は
高
専
3
年
次
修
了
者（
見
込
み
含
む
）

か
つ
21
歳
未
満
の
者

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　
☎
８
２
‐
６
６
３
１
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◆
◆
◆

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
／
徳
田
団
地 

1
戸

・
住
所
／
徳
田
1
4
5
8
番
地
2

・
備
考
／
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）
建

築
、
52
．
88
㎡
、
簡
易
耐
火
2
階
建
て
、

2
D
K
・
浴
室
・
ト
イ
レ

・
家
賃
／
1
万
9
0
0
円
〜
2
万
1
4
0
0

円
●
申
込
受
付
期
間
／
9
月
9
日
（
月
）
〜

9
月
24
日
（
火
）

※
受
け
付
け
日
時
は
役
場
開
庁
日
時
に
伴

う
。

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

・
き
び
住
宅
（
吉
備
地
域
に
あ
る
町
営
住

宅
）
は
有
田
川
町
に
住
所
を
有
し
（
直

近
6
カ
月
）、
か
つ
本
人
を
含
め
て
2

人
以
上
の
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
で

入
居
で
き
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

・
申
し
込
み
受
け
付
け
後
は
、
町
条
例
の

規
定
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
受
付
期
間
／
年
間
を
通
じ
て
（
各
試
験

前
日
ま
で
）

・
試
験
日
／
9
月
27
日
（
金
）・
28
日
（
土
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
付
期
間
／
9
月
6
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
（
1
次
）
／
9
月
20
日
（
金
）

〜
22
日
（
日
）

・
試
験
日
（
2
次
）
／
10
月
11
日
（
金
）・

12
日
（
土
）
の
う
ち
1
日

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
航
空
学
生

・
受
付
期
間
／
9
月
6
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
（
1
次
）
／
9
月
16
日
（
月
）

・
試
験
日
（
2
次
）
／
10
月
15
日
（
火
）

〜
20
日
（
日
）
の
う
ち
1
日

・
試
験
日（
3
次
）／【
海
】11
月
22
日（
金
）

〜
12
月
18
日
（
水
）
の
う
ち
指
定
す
る

1
日
、【
空
】
11
月
16
日
（
土
）
〜
12

月
19
日
（
木
）
の
う
ち
指
定
す
る
1
日

・
資
格
／
【
海
】
高
卒
者
（
見
込
み
含
む
）

ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了
者
（
見
込
み

含
む
）
か
つ
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者
　

【
空
】
高
卒
者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た

は
高
専
3
年
次
修
了
者（
見
込
み
含
む
）

か
つ
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

●
防
衛
大
学
校

・
受
付
期
間
【
推
薦
・
総
合
】
／
9
月
5

日
（
木
）
〜
9
日
（
月
）

4

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



津
波

津
波
は
、
主
に
地
震
発
生
に
伴

う
海
底
の
隆
起
・
沈
降
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
周
辺
の
海
水
が
上
下
に

変
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る

現
象
で
す
。
有
田
川
町
で
は
、
津

波
に
よ
る
被
害
は
想
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
地
震
が
発
生
し
た

際
に
は
有
田
沿
岸
に
最
短
30
〜
40

分
で
最
大
11
ｍ
の
津
波
が
到
達
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
の
危
険
が
あ
る
場
所
に

は
、
津
波
が
襲
来
す
る
危
険
が

あ
る
こ
と
を
示
す
「
津
波
注
意
」

の
ほ
か
、「
津
波
避
難
場
所
」
や

「
津
波
避
難
ビ

ル
」
を
示
す

津
波
標
識
が

設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
地

理
に
詳
し
く

な
い
土
地
で

も
、
津
波
発

生
の
恐
れ
が

あ
る
と
き
に

は
、「
津
波
避
難
場
所
」
マ
ー
ク

や
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
マ
ー
ク
を

目
印
に
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

地
震
火
災

地
震
は
直
接
的
な
揺
れ
に
よ
る

被
害
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
二
次

被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の

中
で
も
地
震
火
災
は
代
表
的
で
、

過
去
の
大
地
震
で
は
多
く
の
命
と

財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
火
災
の
原
因
の
多
く
が

「
電
気
機
器
が
関
係
す
る
火
災
」

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く

分
け
る
と
、
暖
房
器
具
の
転
倒
に

よ
る
も
の
と
通
電
火
災
と
呼
ば
れ

る
も
の
と
の
2
種
類
で
す
。

い
ず
れ
も
地
震
発
生
直
後
に
は

次
の
3
点
を
行
う
こ
と
で
、
火
災

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
逃
げ
道
を
確
保
す
る
。

・
発
火
し
た
ら
初
期
消
火
を
行
う
。

・
ブ
レ
ー
カ
ー
と
ガ
ス
栓
の
確
認
。

土
砂
災
害
は
、
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
を

も
つ
土
砂
が
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の
命
や

財
産
を
奪
う
災
害
で
す
。
台
風
や
集
中
豪

雨
、
地
震
な
ど
が
引
き
金
と
な
り
発
生
し

ま
す
。

土
砂
災
害
は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー

が
す
さ
ま
じ
い
た
め
、
災
害
が
起
き
て
か

ら
避
難
し
よ
う
と
し
て
も
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
ま
た
予
測
が
困
難
な
た
め
、
役
場
か

ら
の
避
難
情
報
が
間
に
合
わ
な
い
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

気
象
情
報
や
前
兆
現
象
に
注
意
し
、
早

め
の
避
難
行
動
を
取
っ
た
り
、
屋
内
の
比

較
的
安
全
な
場
所
（
崖
と
反
対
側
の
2
階

の
部
屋
な
ど
）
に
移
動
し
た
り
す
る
な
ど

の
安
全
確
保
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

土砂災害は次の 3種類に分類されます
・土石流／土砂などが集中豪雨などの影響で、一気に下流へと押し流さ
れる現象。前兆現象としては、山鳴りがする、急に川の水が濁って流
木が混ざり始める、腐った土のにおいがするなどがある。

・崖崩れ／急な斜面が雨水の浸透や地震などの影響で、突然崩れ落ちる
現象。前兆現象としては、崖にひび割れができる、小石がパラパラと
落ちてくる、崖から水が湧き出るなどがある。

・地すべり／比較的緩やかな斜面が地下水などの影響で、斜面下方へ移
動する現象。前兆現象としては、地面のひび割れや陥没、亀裂や段差
の発生、崖や斜面から水が噴き出すなどがある。
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き
な
く
な
り
ま
す
。
絶
対
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

●
補
助
対
象
区
域
／
公
共
下
水
道
事
業
区
域

と
農
業
集
落
排
水
整
備
地
区
を
除
く
区
域

●
申
請
受
付
期
間
／
11
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
必
ず
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
す
る

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
け
付
け

終
了
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
上
限
額

・
5
人
槽
／
43
万
2
0
0
0
円

・
7
人
槽
／
53
万
8
0
0
0
円

・
8
人
槽
以
上
／
71
万
2
0
0
0
円

●
補
助
金
受
給
要
件

・
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
ま
た
は

工
事
完
了
後
に
居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と

・
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
店
舗
併
用
住

宅
は
条
件
に
よ
り
含
む
）

・
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
3
月
31
日

ま
で
に
設
置
工
事
を
完
了
し
、
補
助
金
に

か
か
る
必
要
書
類
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
各
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

問
下
水
道
課

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る

皆
さ
ま
へ

浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
次
の
３
項
目
の

維
持
管
理
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
浄

化
槽
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）
／
浄

化
槽
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
点
検
や
調
整
、
薬
剤
の

補
給
・
修
理
な
ど
保
守
点
検
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
守
点
検
は
、

県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）
／
浄
化
槽

は
、
毎
年
1
回
以
上
の
清
掃
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
清
掃
は
、
町
の

許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査
（
水
質
検
査
）（
浄
化
槽
法

第
7
条
・
第
11
条
）
／
浄
化
槽
は
、
使

用
開
始
後
3
カ
月
を
経
過
し
た
日
か

ら
５
カ
月
以
内
に
1
回
、
そ
の
後
は
年

1
回
の
水
質
の
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
が
指
定
し
た
検

査
機
関 

（
公
益
社
団
法
人
和
歌
山
県
水

質
保
全
セ
ン
タ
ー
有
田
川
事
務
所
　
☎

６
３ 

‐
６
１
６
１
）で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

◆
◆
◆

農
業
集
落
排
水
・
簡
易
排
水
の

使
用
人
数
が
変
更
に
な
っ
た
ら

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金
と
簡
易

排
水
処
理
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、
次
の

理
由
な
ど
で
使
用
人
数
に
増
減
が
あ
っ
た

場
合
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
地
区
／
①
田

殿
地
区 

②
徳
田
地
区 

③
吉
見
地
区 

④

熊
井
・
奥
地
区 

⑤
吉
原
地
区

●
簡
易
排
水
処
理
事
業
実
施
地
区
／
栗
林

地
区

●
増
減
理
由
の
例

・
出
生
や
死
亡
な
ど
に
よ
る
も
の

・
婚
姻
に
よ
る
も
の

・
就
学
や
就
労
に
伴
う
転
居
に
よ
る
も
の

問
下
水
道
課

公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
汚
れ
た
水
を
安
全
で

き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、
川
や
海
に
返
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
公
共
下
水

道
・
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
た
区
域

に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し

て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
で
き
る
だ
け
早
期

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
の
使
用
開
始
後
、

早
期
に
下
水
道
接
続
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

早
期
接
続
奨
励
金
制
度
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
下
水
道
接
続
が
公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
か
ら
1
年
以
内
の
場
合
は
5
万

円
、
2
年
以
内
の
場
合
は
4
万
円
、
3
年

以
内
の
場
合
は
2
万
円
を
受
給
で
き
ま
す
。

問
下
水
道
課

下
水
道
の
上
手
な
使
い
方
と

注
意
点

下
水
道
（
公
共
下
水
道
･
農
業
集
落

排
水
･
浄
化
槽
）
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
離
ま
す
の
清
掃
／
定
期
的
（
１
カ
月

に
１
回
以
上
）
に
清
掃
し
、
油
分
や
食

物
ク
ズ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※
分
離
ま
す
と
は
／
台
所
の
流
し
か
ら
家

の
外
に
つ
な
が
っ
て
い
る
１
個
目
の
ま

す
の
こ
と

●
台
所
の
排
水
／
調
理
後
の
油
な
ど
は
固

め
る
か
新
聞
紙
な
ど
で
ふ
き
取
り
、
で

き
る
だ
け
流
さ
な
い
よ
う
に
し
、
野
菜

く
ず
や
残
飯
な
ど
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
や

排
水
口
に
網
を
付
け
、
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
の
排
水
／
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
紙
・
た
ば
こ
・
布
切
れ
・

紙
お
む
つ
・
生
理
用
品
な
ど
の
異
物
は

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
農
薬
や
消
毒
薬
な
ど
の
薬
品
／
汚
水
を

処
理
す
る
微
生
物
が
死
滅
し
、
処
理
で
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
緊
急
情
報
」

●
町
公
式
S
N
S

●
ヤ
フ
ー
（
天
気
・
災
害
）

そ
の
他

●
和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
）
／
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
防
災

情
報
が
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
に
よ
り
届

き
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
わ
か
や
ま
デ
ー
タ
放
送
／
テ

レ
ビ
わ
か
や
ま
放
送
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」

か
ら
、防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

避
難
の
際
に
は

「
黄
色
い
旗
」
を
立
て
て

災
害
が
発
生
し
た
際
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
避
難
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
黄

色
い
旗
」
は
災
害
が
発
生
し
避

難
を
す
る
際
、
玄
関
先
に
旗
を

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
家

族
全
員
が
無
事
に
避
難
し
た
こ

と
を
周
囲
に
伝
え
る
た
め
の
も

の
で
す
。
逆
に
、
避
難
の
必
要

が
あ
る
状
況
で
旗
の
立
っ
て
い

な
い
世
帯
（
家
）
に
は
、
声

を
か
け
て
避
難
を
促
し
ま
し
ょ

う
。転

入
な
ど
で
こ
の
旗
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
、
や
す
ら
ぎ

福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
／

有
田
川
町
内
に
在
町
の
皆
さ
ま
の
携
帯

電
話
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
事
前

登
録
は
不
要
で
す
。

※
一
部
で
は
受
信
で
き
な
い
端
末
も
あ
り

ま
す
。

●
有
田
川
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

・
登
録
／
「bousai.aridagaw

a-tow
n@

raiden2.ktaiw
ork.jp

」
に
空
メ
ー
ル

●
和
歌
山
県
防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
。

・
登
録
／
「regist@

bousai.pref.w
aka 

yam
a.lg.jp

」
に
空
メ
ー
ル

緊
急
時
に
は
、
早
く
・
正
確
に
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
ー
ル
で
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
事

前
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
の
う

ち
に
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

放
送
・
音
声

●
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

●
広
報
車
に
よ
る
巡
回

4

◆
◆
◆

令
和
2
年
度
保
育
所
入
所
案
内

●
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）
保

育
所
入
所
申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け

有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
4
月

か
ら
町
内
保
育
所
と
有
田
川
町
内
以
外
の

認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
入
所
資
格
／「
保
護
者
が
働
い
て
い
る
」

「
病
気
の
状
態
で
あ
る
」
な
ど
、
家
庭

に
お
い
て
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
子
さ
ま
が
対
象

※
有
田
川
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
9
月
2
日
（
月
）
〜
10
月
11
日

（
金
）

※
土
日
祝
を
除
く

・
場
所
／
一
覧
表
記
載
の
各
保
育
所
・
吉

備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
15
日
（
火
）
〜
10
月
21
日

（
月
）

※
土
日
を
除
く
。

・
場
所
（
時
間
）
／
一
覧
表
記
載
の
各
保

育
所
（
開
所
時
間
内
）・
こ
ど
も
教
育

課
（
8
時
30
分
〜
20
時
）

●
注
意

・
入
所
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
所
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
予
定
の
方

で
、
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）

の
途
中
で
仕
事
に
復
帰
す
る
な
ど
、
年

度
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
方
も
右

記
の
期
間
内
に
入
所
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
面
談
を
し

て
、
入
所
判
定
を
行
い
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み（
配
布
・
受
け
付
け
）日
程
で
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は

こ
ど
も
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

 

◆
◆
◆

9
月
の
献
血

●
9
月
6
日
（
金
）

・
消
防
本
部
（
吉
備
金
屋
消
防
署
）　
9

時
30
分
〜
11
時

・（
株
）
松
源 

吉
備
店
　
12
時
30
分
〜
14
時

・
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
　
15
時
〜
16
時
30
分

●
9
月
8
日
（
日
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡 

吉
備
店
　
10
時
〜

12
時
・
13
時
〜
16
時

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

保育所一覧
保育所名 運営 対象年齢 開所時間 所在地 電話番号
藤並保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 土生 42-1 52-5369

きび森の保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 庄 814-1 22-3580

コスモス保育園 私立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 徳田 1080-3 52-3011

金屋第一保育所 公立 １歳児～５歳児 7:30 ～ 19:00 中井原 171 32-3784

金屋第二保育所 公立 ６カ月児～５歳児 8:00 ～ 17:30 小川 811-1 32-5055

金屋第三保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 吉原 805-1 32-2682

清水保育所 公立 １歳児～５歳児 8:00 ～ 17:30 清水 1675 25-0074

※金屋第一保育所・清水保育所については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 平成 26 年４月２日～
　　平成 27 年４月１日

４歳児 平成 27 年４月２日～
　　平成 28 年４月１日

３歳児 平成 28 年４月２日～
　　平成 29 年４月１日

２歳児 平成 29 年４月２日～
　　平成 30 年４月１日

１歳児 平成 30 年４月２日～
　　平成 31 年４月１日

０歳児 平成 31 年４月２日～

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。
一緒にやってみましょう！

手話にチャレンジ！「ありがとう」

②
頭はお辞儀をするよう
に軽く下げる。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 7回

①
左手の甲に右手を垂直
にのせて上に上げる。
（力士の手刀と同様）
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大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
不
通
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
や
、
道
路
の
寸
断
な
ど
に
よ
る

物
資
供
給
の
停
滞
が
発
生
し
ま
す
。
少
な
く
と
も
1
週
間
は
誰
に
も
頼
ら
ず
に
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
備
え
る
こ
と
。
そ

れ
が
災
害
備
蓄
で
す
。

こ
こ
で
は
、「
非
常
持
ち
出
し
品
」
と
「
災
害
備
蓄
品
」
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
例
を
踏
ま
え
、
自
分
や
家
族
に
必
要
な
も
の

を
考
え
、
備
え
ま
し
ょ
う
。

「
非
常
持
ち
出
し
品
」と「
災
害
備
蓄
品
」

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。「
非
常

持
ち
出
し
品
」
は
災
害
が
起
き
て
い
る
現

場
か
ら
安
全
に
避
難
し
、
数
日
間
の
避
難

生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。

「
災
害
備
蓄
品
」
は
避
難
先
な
ど
か
ら
自

宅
に
戻
っ
た
際
な
ど
に
、
避
難
生
活
を
自

宅
で
送
る
た
め
に
用
意
す
る
も
の
で
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
は
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の

背
負
え
る
バ
ッ
グ
に
ま
と
め
、
緊
急
時
に

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

詰
め
込
み
す
ぎ
て
持
ち
運
べ
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
実
際
に
荷
物
を

持
っ
て
避
難
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
か

確
認
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

災
害
備
蓄
品
は
普
段
か
ら
使
い
慣
れ
て

い
る
物
・
食
べ
慣
れ
て
い
る
食
品
を
最
低

1
週
間
分
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自

宅
が
損
傷
し
て
い
て
も
取
り
合
出
せ
る
場

所
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

4

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
健
診
結
果
の
見
方
、
健
診
を
受

け
る
意
義
に
つ
い
て

●
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
窓
口

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

 

◆
◆
◆

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が

始
ま
り
ま
す

今
年
10
月
1
日
か
ら
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。受

け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ご
案
内
や
手
続
き
は
日
本
年
金
機

構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の

場
合
／
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

①
65
歳
以
上
で
あ
る
。 

②
世
帯
員
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
と
な
っ
て
い

る
。 

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る
。

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
場
合
／
前
年
の
所
得

額
が
約
4
6
2
万
円
以
下
で
あ
る
方
。

●
請
求
手
続
き

①
今
年
4
月
1
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
／
対
象
と
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
9
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
今
年
4
月
2
日
以
降
に
年
金
を
受
給
し

始
め
た
方
／
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
窓
口
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
／
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
や
厚
生

労
働
省
か
ら
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
手
数
料
の
金
銭
を
求
め
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０

‐
０
５
‐
４
０
９
２
・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所
　
☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

 

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
、
1
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
2
0
0

円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を

障
害
者
家
族
教
室

●
日
時
／
10
月
1
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

15
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
湯

浅
保
健
所
）
大
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

２
３
５
５
‐
１
）

●
内
容
・
講
師
／
「
親
と
子
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
実
現
の
た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ

と
」
ゆ
う
ち
ょ
財
団 

石
川
智
さ
ん

●
申
し
込
み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
６
４
‐
１
２
９
０
）で
氏
名
・
連
絡
先
・

特
別
な
配
慮
（
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記

な
ど
）
が
必
要
か
ど
う
か
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
場

合
は
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
締
め
切
り
／
9
月
17
日
（
火
）

問
湯
浅
保
健
所
保
健
福
祉
課
　
☎

６
４
‐
１
２
９
４ 

◆
◆
◆

健
診
結
果
説
明
会

健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
方
、

説
明
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
坊
岡
医
院 

坊
岡
医
師
を
お
招

き
し
、
結
果
の
見
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

15
時（
13
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

対
象
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
の
お
知
ら
せ
」
を
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
に
か
け
、
送
付
し
て
い
ま
す
。
患
者

負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善
の

た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
／
先
発
医

薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
終
了
し
た
あ

と
に
発
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。
先
発

医
薬
品
と
同
等
の
品
質
・
有
効
性
・
安

全
性
を
持
つ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
開
発
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

先
発
医
薬
品
よ
り
低
価
格
で
提
供
さ
れ

経
済
的
で
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
　
☎
０
７
２
０
‐
５
３
‐

０
０
０
６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話

無
料
）・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
　
☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐

６
６
８
８
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◆
◆
◆

9
月
の
行
政
相
談

●
9
月
18
日
（
水
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

9
時
〜
12
時

問
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
の
開
設

●
開
設
日
／
10
月
6
日
（
日
）

●
開
設
場
所
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
（
和

歌
山
市
二
番
丁
3
番
地 

和
歌
山
地
方

合
同
庁
舎
）

●
開
設
時
間

・
講
演
会
／
10
時
〜
12
時

・
相
談
会
／
10
時
〜
16
時

●
相
談
・
講
演
会
予
約

・
受
付
期
間
／
9
月
24
日
（
火
）
〜
10
月

4
日
（
金
）

・
予
約
方
法
／
電
話

●
講
演
会
内
容
／
「
遺
言
の
す
す
め
」「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？
」「
自
筆

証
書
遺
言
の
保
管
制
度
」

●
相
談
内
容
／
土
地
や
建
物
の
相
続
・
各

種
登
記
・
各
種
供
託
・
人
権
問
題
、
遺

言
書
の
作
成
、
法
律
相
談
な
ど

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課
　
☎

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
２

 

◆
◆
◆

吉
備
地
区
敬
老
会

●
日
時
／
9
月
29
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

30
分
頃

●
場
所
／
吉
備
中
学
校
体
育
館

●
内
容
／
か
つ
み
♥
さ
ゆ
り
に
よ
る
漫

才
、「
龍
翔
天
舞
」
三
木
久
美
夫
一
座

に
よ
る
津
軽
三
味
線
と
太
鼓
演
奏
、
川

井
聖
子
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

問
長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）

第
6
回
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

開
催
決
定

●
日
時
／
11
月
17
日
（
日
）
9
時
30
分
〜

15
時

●
場
所
／
し
み
ず
ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク

今
年
の
司
会
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
声
優
の
天あ
ま

ノの

崎さ
き

稜い
ず

奈な

さ
ん
。

出
店
や
イ
ベ
ン
ト
参

加
の
各
種
申
し
込
み
な

ど
、
最
新
情
報
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
）

人
権
講
演
会

悠
以
さ
ん
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
／
9
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

（
13
時
開
場
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
整
理
券
／
9
月
3
日
（
火
）
か
ら
配
布

開
始
。
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
配
布
終

了
。

・
配
布
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）・
金
屋
図
書
館
・
清
水
図

書
室
・
き
び
ド
ー
ム
・
社
会
教
育
課
（
金

屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
・

各
出
張
所

※
入
場
無
料

●
悠
以
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
平
成
元

年
（
１
９
８
９
年
）、
兵
庫
県
尼
崎
市
に

男
性
と
し
て
生
ま
れ
る
。
体
は
男
性
だ

が
心
は
女
性
と
い
う
〝
性
同
一
性
障
害
〞

と
向
き
合
い
な
が
ら
音
楽
の
道
へ
進
む
。

歌
手
活
動
・
講
演
活
動
・
タ
レ
ン
ト
活

動
な
ど
を
行
う
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
。

問
社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

4



「
物
を
そ
ろ
え
た
か
ら
大
丈
夫
！
」
と
は
な
ら
な
い
の
が
防
災
。
日
々
の
生
活
で
の
こ
ん
な
行
動
が
い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
や
あ

な
た
の
家
族
の
命
を
救
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
族
と
話
す

発
災
時
の
行
動
や
安
否
確
認
の
方
法
、

集
合
場
所
な
ど
は
決
め
て
い
ま
す
か
？
災

害
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
き
に
発

生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

安
否
確
認
の
方
法
を

考
え
よ
う

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災

地
へ
の
通
話
が
集
中
し
ま
す
。
ま
た
、
首

都
圏
で
は
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生

し
、
翌
日
ま
で
自
宅
に
帰
れ
な
い
人
が
大

勢
い
ま
し
た
。

連
絡
が
と
れ
な
い
と
、
家
族
の
安
否
に

不
安
が
増
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
家
族

間
で
安
否
確
認
・
伝
言
の
方
法
を
決
め
て

お
く
こ
と
で
、
こ
の
不
安
を
拭
い
去
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
N
T
T
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）

「
１
７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
案
内
に

従
っ
て
録
音
や
再
生
を
し
ま
す
。
１
回
に

録
音
で
き
る
の
は
30
秒
ま
で
。
必
要
な
情

報
の
み
を
簡
潔
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
保
存
期
間
は
48
時
間
で
す
。

●
災
害
用
伝
言
版
（
携
帯
電
話
）

携
帯
電
話
各
社
に
よ
る
文
字
を
使
っ
た

安
否
情
報
確
認
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
携
帯
メ

ニ
ュ
ー
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
登
録

画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
て
使
用
し
ま
す
。

お
使
い
の
携
帯
電
話
会
社
に
よ
っ
て
利

用
の
た
め
の
表
示
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
S
N
S
の
活
用

電
話
と
比
較
し
て
利
用
で
き
る
可
能

性
が
高
い
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。

S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

NT

4

田
又 

和
彦
（
吉
原
）
※
再
任

畑
中 

泰
武
（
小
川
）
※
再
任

堀
内 
尚
視
（
二
川
）

7
月
1
日
現
在 

50
音
順
・
敬
称
略

お
知
ら
せ

 

人
権
特
設
相
談
所

9
月
19
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
城
山
公
民
館

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

 

人
権
機
関
有
田
川
委
員
退
任
・
就
任

町
区
長
会
連
合
会
の
有
木
茂
生
さ
ん

（
歓
喜
寺
）
が
人
権
機
関
有
田
川
委
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
同
会
か
ら
鈴

間
貴
義
さ
ん
（
三
田
）
が
人
権
機
関
有
田

川
委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

悠
以
さ
ん
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
／
9
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
で
大
人
気
の
〝
１
０
３
㎏
の
恋

愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〞
羽は

ね

林
ば
や
し

由ゆ

鶴ず

先
生
を

講
師
に
迎
え
「
毎
日
が
楽
し
く
な
る
コ

ツ
！
　
〜
し
あ
わ
せ
に
な
る
人
の
考
え
方

〜
」と
題
し
た
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

羽
林
先
生
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
ぽ
っ

ち
ゃ
り
体
型
で
、
ク
ラ
ス
の
男
の
子
や
大

人
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
で
心
が
傷

つ
い
た
そ
う
で
す
。
い
く
つ
も
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
た
も
の
の
結
果
が
出
せ

ず
、
努
力
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ
、
挫
折

感
か
ら
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
頃
の
自
分
や

Ｄ
Ｖ
夫
と
の
離
婚
の
過
去
を
乗
り
越
え
、

13
歳
年
下
の
東
大
生
と
出
会
っ
て
結
婚
し

た
羽
林
さ
ん
。
自
身
が
ど
う
い
う
き
っ
か

け
で
ど
う
変
わ
れ
た
の
か
…
。
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
軽
快
な
テ
ン
ポ
の
ト
ー
ク
に
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

羽
林
さ
ん
は
「
苦
し
か
っ
た
頃
の
自
分

は
一
生
懸
命
に
頑
張
り
す
ぎ
、
努
力
が
足

り
な
い
・
能
力
が
な
い
と
思
い
込
ん
で
は

下
ば
か
り
向
い
て
い
た
。
し
か
し
、
辛

か
っ
た
結
婚
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
こ

と
で
、私
と
い
う
人
間
の
未
来
が
開
け
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

羽
林
さ
ん
の
講
演
に
は
、
参
加
者
一
人

一
人
が
主
役
に
な
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
あ
り
ま
し
た
。

講
演
途
中
に
席
替
え
を
す
る
こ
と
で
、

あ
え
て
顔
な
じ
み
で
は
な
い
人
同
士
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。
初
対
面
同
士
と

い
う
の
は
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も

の
で
す
が
、
ご
く
簡
単
な
羽
林
さ
ん
の
指

示
と
指
摘
で
、
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

羽
林
さ
ん
の
体
験
談
は
「
人
生
を
楽
し

く
毎
日
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
大
事
な
こ

と
は
、
背
伸
び
せ
ず
自
分
自
身
が
『
ま
あ

ま
あ
悪
く
な
い
か
な
ぁ
』
と
思
え
る
く
ら

い
が
丁
度
よ
い
。
な
り
た
い
自
分
に
な
る

た
め
に
は
、
な
り
た
く
な
い
自
分
を
ど
れ

だ
け
減
ら
せ
る
か
が
、
楽
し
く
幸
せ
に
な

る
ポ
イ
ン
ト
」と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
日
の
講
演
会
に
参
加
し
て
、
自
分
の

意
見
・
考
え
を
持
つ
こ
と
や
人
の
顔
色

を
見
な
い
で
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
自
分
ら
し
く
素
直
に
気
楽
に
な

る
こ
と
で
、
も
っ
と
地
域
や
社
会
を
明
る

く
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

  

人
権
機
関
有
田
川
委
員
　
水
野
哲
男

 

人
権
講
演
会
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

7
月
28
日
（
日
）、
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
で
講
師
に
羽
林
由
鶴
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
感

想
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
（
講
演
会
は
）
大
変
楽
し
く
、
そ
し
て

そ
の
中
に
も
自
分
を
知
る
ヒ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
一
つ
で
も
こ
れ

か
ら
始
め
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
お
会
い
し
た
い
で
す
。

40
代
女
性

●
今
、
自
分
は
幸
せ
な
の
だ
と
実
感
で
き

る
お
話
で
し
た
。毎
日
を
楽
し
む
の
は
、

自
分
の
心
し
だ
い
で
す
ネ
。
楽
し
む
こ

と
を
楽
し
み
ま
す
。
　
　
　
60
代
女
性

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相

談
業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
西 

恭
子
（
井
谷
）

柏
木 

敦
子
（ 

庄 

）
※
再
任

北
林 

利
樹
（
清
水
）

栗
山 

昌
之
（
尾
中
）

髙
居 

涼
子
（
明
王
寺
）

髙
垣 

か
す
み
（
吉
原
）

田
中 

伸
幸
（ 

庄 

）
※
新
任

羽
林
由
鶴
さ
ん
の

講
演
会
に
参
加
し
て
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グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
利
用
に
よ
っ
て
、

誰
で
も
情
報
発
信
・
収
集
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
遠
く
の
知
り
合
い
を
通
じ
た
安
否
確
認

被
災
地
で
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
被
災
地
以
外
の

知
り
合
い
に
自
分
の
状
況
を
伝
え
、
家
族

の
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
も
有
効
な
手
段

で
す
。

こ
の
場
合
、
災
害
時
優
先
電
話
と
な
る

公
衆
電
話
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

集
合
場
所
を
決
め
よ
う

家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
時
に
被
災
し

た
場
合
に
、
ど
こ
で
集
合
す
る
の
か
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
被
災
時
に
落
ち
着

い
て
家
族
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
無
事
で
あ
る
目
印
を
ど
こ
か
に

残
す
だ
け
で
も
安
否
確
認
は
で
き
ま
す
。

家
族
全
員
で
場
所
を
決
め
、災
害
発
生
時
、

そ
こ
に
無
事
で
あ
る
こ
と
の
メ
モ
を
残
し

ま
し
ょ
う
。

4

問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～
金屋図書館

中川学　絵本原画展
9/1（日）～ 9/29（日）

■ちいさな駅美術館
「だいぶつさまの
うんどうかい」
時間／平日 10:00 ～ 19:00、

土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
（祝日の場合は翌日休館）
※ 9月 12 日（木）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

■金屋図書館
「しちふくじん」
時間／ 9:00 ～ 17:00
※月曜・祝日休館
※ 9月 17 日（火）・18 日（水）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

中川学さん・苅田澄子さんと
みんなで仏様のお面を作ろう！
日時／ 9月 1日（日）10:00 ～ 11:15
場所／金屋図書館　定員／ 25 組（先着順）
参加費／無料
対象／保育園児～小学生低学年親子
申し込み／金屋図書館で受け付け中

※定員になり次第受け付け終了

9 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／9月14日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館
②日時／ 9月 7日（土）・21 日（土）

いずれも 10:30 ～（約 30 分間）
場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 9月 10 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

■絵本をもっと身近に「えほんルーム」
日時／ 9月 5日（木）10:00 ～ 12:00
場所／金屋図書館

■絵本をもっと身近に「えほんひろば」
日時／ 9月 22 日（日）13:30 ～ 15:30
場所／ ALEC 内廊下

■はたらくくるま大集合 in ALEC
日時／ 9月 23 日（月・祝）10:00 ～ 16:00
場所／ ALEC 駐車場
※雨天決行

申し込み不要
・参加費無料

9 月の移動図書館
9月 3日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
9月 4日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
9月 6日（金）　八幡小学校　　　13:00～13:45

　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
9月11日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00
9月11日（水）　しみず園　　　　15:30～16:00
9月12日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
9月18日（水）　小川小学校　　　13:00～13:30

　こころの医療センター　14:10～14:30
9月20日（金）　石垣小学校　　　13:00～13:30

西ケ峯小学校　　15:25～15:45

新着図書案内
■一般書
君たちは今が世界　………　朝比奈あすか／著
家康謀殺　…………………………　伊東潤／著
いるいないみらい　……………　窪美澄／著
出身成分　………………………　松岡圭佑／著
亥子ころころ　……………………　西條奈加／著
旧友再会　…………………………　重松清／著

■児童書
あみ　…　中川ひろたか／作　岡本よしろう／絵
ヒキガエルがいく　……　パクジォンチェ／作
ぼくんちの海賊トレジャ　…　柏葉幸子／作　野見山響子／絵
もみの木　…　せなけいこ／絵　石井睦美／文 

9 月 12 日（木）は ALEC・ちいさな駅美術館を、17 日（火）
は金屋図書館・しみず図書室を、18 日（水）は金屋図書館を、
24 日（火）はしみず図書室を臨時休館日といたします。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず

図書室に設置）をご利用ください。
※大型絵本などは開館時にカウンターへ返却をお願いします。
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

一
緒
に
確
認
し
よ
う

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
確
認
が
で
き
ま
す
。
指
定
緊
急
避
難
所

と
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い

る
の
で
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
や
日

中
活
動
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

大
地
震
発
生
時
に
倒
壊
し
そ
う
な
塀
や

ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
そ
う
な
建
物
や
、
大
雨

な
ど
の
災
害
時
に
用
水
路
や
川
の
水
が
溢

れ
た
り
土
砂
が
崩
れ
た
り
し
て
通
行
で
き

な
く
な
り
そ
う
な
場
所
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
地
図
か
ら
は

分
か
ら
な
い
〝
危
険
〞
が
見
え
て
き
ま
す
。

家
族
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
上

で
、
実
際
に
避
難
所
な
ど
ま
で
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

地
震
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

地
震
に
よ
る
被
害
の
多
く
は
、
建
物
の

倒
壊
と
家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ
っ
て
起
こ

り
ま
す
。
ま
た
屋
外
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
や
大
き
な
土
砂
災
害
、
た
め
池
の

4

7 月 10 日（水）、旧峯口小学校で生活研究グループ金屋
支部の皆さまに食育を目的とした「こうじみそづくり」の
体験をさせていただきました。
こうじ菌を混ぜて 2日間発酵させた蒸米にゆでた大豆を

合わせてミンチ状にします。そのミンチ状の米と大豆を野
球ボールくらいの大きさ分手に取り、空気を入れないよう
にしっかり握って桶の端から丁寧に詰めていくよう、教え
てもらいました。ミンチ状に加工する際、米と大豆のいい
香りがしました。握るときには、子どもたちにとって思っ
た以上に力のいる作業だったようです。手触りが気持ちよ
く、楽しみながらみんなで協力できました。子どもたちが
手作りの良さを実感できる取り組みとなりました。
３カ月後の出来上がりがとても楽しみです。

7月 1日（月）、梅村実験小学校（中華人民共
和国江

コウ

蘇
ソ

省無
ム

錫
シャク

市）から 23人が来校し、藤並
小学校 6年生と交流しました。
歓迎式ではお互いが歌などを発表。七夕飾り

を一緒に作る活動を行ったほか、給食も一緒に
食べ、交流を深めることができました。
短い時間でしたが、よい交流の機会となりま

した。

5月 8日（水）、光
コウ

大
ダイ

新
シン

並
ヤ

外国語学校（中華人民
共和国広

カン

東
トン

省）から 74人が来校しました。
全校児童で歓迎セレモニーを行い、6年生は一
緒に玉入れをして給食を食べました。片言交じり
の英語を使い、お互いに思いを通じあわせること
ができました。子どもたちにとっては言葉の壁な
ど感じることはないようでした。
6年生の女子児童の 1人は「いつかまたどこか
で会えるといいな」と話していました。
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「避難行動要支援者名簿」
近年の大規模災害における犠牲者の多くは、

高齢者や障害者などの「避難行動要支援者」です。
有田川町では、それらの方の情報を事前に登録
し、自治会、自主防災組織、民生委員・児童委
員などと共有して、災害対策に役立てています。
災害発生時、地域内での避難支援活動を円滑

に行うためには、自治会などを中心とした助け
合いが大切です。

「避難行動要支援者名簿」登録対象者
① 65歳以上の一人暮らし高齢者
② 65歳以上の高齢者のみの世帯の方
③介護保険法に基づく要介護認定において要介
護３以上の判定を受けている方

④身体障害者のうち障害者手帳を有する方で、
障害の程度が１級または２級の方

⑤知的障害者のうち療育手帳を有する方で、障
害の程度がＡ判定の方

⑥精神障害者のうち精神障害者保健福祉手帳１
級の交付を受けている方

⑦特定疾患医療受給者証を受けている難病患
者、小児慢性特定疾患医療受給児

※上記に該当する人で、かつ下記項目に該当す
る人が対象になります。

・在宅の方であって、災害時に自力避難が困難
な方

・自身の避難支援に係る個人情報を自治会など
へ提供することに同意した方

登録申請の方法

やすらぎ福祉課（金屋庁舎）または自治会・
民生委員児童委員・自主防災組織代表者へご連
絡ください。
その後、町の調査員が自宅を訪問し、申請書

の作成をお手伝いし、登録を行います。既に登
録済みの方の再登録は不要です。

●個別計画作成方法
個別計画対象要援護者と自治会、民生委員・

児童委員、自主防災組織などが相談しながら
個別計画を作成します。

●ご理解ください
この制度は、あくまで地域住民が共に助け

合う「共助」の考えのもとに行われます。
災害時には避難支援者も被災することが考

えられます。必ず支援を受けられるとは限ら
ず、支援者が責任を負うものではありません。

決
壊
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

有
田
川
町
で
は
対
象
と
な
る
住
宅
で
の

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
、
耐
震
ベ
ッ
ド
・

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
対
し
、
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補
助
対
象
や
要

件
な
ど
は
広
報
あ
り
だ
が
わ
5
月
号
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
際
、
倒
壊
す

る
恐
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
誰
か
の
命

を
奪
う
凶
器
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

有
田
川
町
に
は
、
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
に
対
し
て
撤
去
費
用
を
補
助
す
る
制
度

（
最
大
10
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

家
具
な
ど
の
見
直
し

近
年
の
地
震
に
よ
る
負
傷
者
の
30
〜

50
％
は
、
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

が
原
因
で
す
。
部
屋
に
物
を
置
か
な
い
・

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
こ
と
が
最
大
の

防
御
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
下
敷
き

に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
避
難
経
路
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
家
具
類
の
配
置
を
見
直

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
転
倒
防
止

各
家
庭
で
固
定
さ
れ
て
い
な
い
家
具
な

ど
の
固
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
田
川
町
に
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や

障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど
が
居
住
す
る
世

帯
に
対
し
て
、
家
具
固
定
を
支
援
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
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申
請
時
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
制
度

生
ご
み
処
理
製
品
（
電
気
式
タ
イ
プ
や

手
動
式
タ
イ
プ
）
を
購
入
さ
れ
る
方
に
対

し
て
補
助
を
し
ま
す
。
な
お
、
購
入
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

・
補
助
額
／
購
入
金
額
の
2
分
の
1
以

内
、
上
限
額
3
万
円

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

購
入
補
助
制
度

生
ご
み
を
利
用
し
て
堆
肥
に
変
え
る
段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入
さ
れ
る
方
に

対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。

・
補
助
対
象
／
段
ボ
ー
ル
お
よ
び
中
に
入

れ
る
基
材
（
も
み
殻
く
ん
炭
・
ピ
ー
ト

モ
ス
あ
る
い
は
腐
葉
土
・
米
ぬ
か
）

※
基
材
だ
け
の
補
助
も
で
き
ま
す
。

・
補
助
額
／
購
入
金
額
の
2
分
の
1
以

内
、
上
限
額
4
0
0
0
円

園
芸
用
電
動
粉
砕
機

購
入
補
助
制
度

園
芸
用
に
使
用
す
る
粉
砕
機
を
購
入
さ

れ
る
方
に
対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。な
お
、

購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
農
業
に
使
用
す
る
場
合
は
補
助
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

・
補
助
対
象
／
粉
砕
能
力
が
直
径
35
㎜
以

下
の
も
の

・
補
助
額
／
購
入
金
額
の
2
分
の
1
以

 
 

 
 

有
田
川
町
で
は
山
間
地
や
川
原
へ
の
不

法
投
棄
が
多
発
し
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
の

景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

年
度
か
ら
、
夏
場
に
キ
ャ
ン
プ
客
な
ど
が

多
く
訪
れ
る
地
区
を
中
心
に
、
河
川
周
辺

の
巡
回
と
ご
み
の
回
収
を
行
う
「
ふ
る
さ

と
見
守
り
隊
」
事
業
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
）
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
不
法
投
棄
の
抑
制

や
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
を
図
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
委
託
費
は
ふ
る
さ
と

納
税
で
集
ま
っ
た
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
え

る
ご
み
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、

生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
た

め
、
水
切
り
の
徹
底
や
生
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
は
、
処
理
費
用
の
大
き
な
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
、
ご
み
減
量
の
た
め
に

次
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
無
用
貸
与
制
度

生
ご
み
を
利
用
し
て
堆
肥
に
変
え
る
コ

ン
ポ
ス
ト
を
無
償
貸
与
す
る
制
度
で
す
。

家
庭
に
菜
園
や
畑
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ご
み
減

量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
貸
し
出
し
数
／
1
世
帯
ま
た
は
1
事
業

所
に
2
基
ま
で

・
対
象
者
／
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
有
効
活

用
と
維
持
管
理
が
で
き
る
人
で
、
役
場

が
後
日
行
う
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
い
た
だ
け
る
人

※
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行

政
局
建
設
環
境
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。

内
、
上
限
額
3
万
円

町
指
定
ご
み
袋
の
販
売
価
格
は
、
10
月

1
日
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。ご
み
袋
の
安
定
的
な
在
庫
管
理
・

供
給
の
た
め
に
、
買
い
だ
め
を
控
え
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
例
】
燃
え
る
ご
み
専
用
袋
（
大
）

・
現
行
／
1
冊
（
10
枚
入
り
）
2
5
0

円
（
税
込
み
）

・
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
／
1
冊
（
10
枚

入
り
）
2
5
0
円
（
税
込
み
）

生ごみの水切りやコンポスト
容器の利用など、ごみ減量に
よって環境にも町財政にもエコ
な暮らしを目指しましょう。
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平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
飲
食
店

の
コ
ン
ロ
の
火
の
消
し
忘
れ
か
ら
発
生
し

た
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
が
契
機
と
な

り
、
消
防
法
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
飲

食
店
の
消
火
器
の
設
置
義
務
化
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

【
改
正
前
の
法
令
内
容
】

延
べ
面
積
１
５
０
㎡
以
上
の
飲
食
店
な

ど
は
消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

←
【
改
正
後
の
法
令
内
容
】

●
延
べ
面
積
１
５
０
㎡
未
満
の
飲
食
店
な

ど
に
も
消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
場
合
は
設
置
不
要
で
す
。

・
火
を
使
用
す
る
設
備
や
器
具
を
設
け
て

い
な
い
場
合

・
火
を
使
用
す
る
設
備
や
器
具
に
、
調
理

油
過
熱
防
止
装
置
・
自
動
消
火
装
置
・

圧
力
感
知
安
全
装
置
な
ど
の
防
火
上
有

効
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
場
合

●
消
火
器
の
設
置
は
令
和
元
年
10
月
1
日

か
ら
必
要
で
す
。
安
全
安
心
の
た
め
に

も
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う

●
設
置
し
た
消
火
器
は
1
年
ご
と
に
点
検

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
所
轄
の
消
防
署

に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。点
検
の
際
は
、

総
務
省
消
防
庁
の
「
消
火
器
点
検
ア
プ

リ
」
が
活
用
で
き
ま
す

詳
し
く
は
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
と
定
め
ら

れ
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
（
日
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
）
を
「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
救
急
の
日
」
と
「
救
急
医
療
週

間
」
は
救
急
業
務
お
よ
び
救
急
医
療
に
対

す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
こ
と
と
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
57

年
度
（
１
９
８
２
年
度
）
に
現
在
の
総
務

省
消
防
庁
か
ら
発
出
さ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
あ
る
〝
救

急
資
源
〞
で
す
。
本
当
に
必
要
な
人
の
た

め
に
、
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
町
消
防
本
部
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
で
到
着
し
た
医
師
を
消
防
車
両
で
救
急

現
場
に
搬
送
す
る
医
師
搬
送
業
務
を
昨
年

４
月
か
ら
始

め
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組

み
は
、
町
内

の
管
轄
面
積

が
広
い
こ
と

か
ら
、
よ
り

重
篤
な
傷
病

者
へ
の
早
期

医
療
介
入
を

8
7

31

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
今

後
も
消
防
車
で
の
医
師
搬
送
の
際
に
は
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
救
急
業
務
実
施
状
況
（
1
月
〜
6
月
）

今
年
の
上
半
期
救
急
要
請
件
数
は

6
7
1
件
、
搬
送
し
た
人
数
は
6
2
7

人
で
し
た
。
昨
年
の
同
期
間
と
比
較
す
る

と
減
少
は
し
て
る
も
の
の
、
年
間
通
じ
て

の
件
数
・
人
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
の
輸
送
人
数
を
年
齢
別
に
比

較
す
る
と
、
高
齢
者
が
3
7
9
人
と
最

も
多
く
、
全
体
の
約
60
％
を
し
め
て
い
ま

す
。
成
人
は
1
8
6
人
、
子
ど
も
が
62

人
で
し
た
。

9

9

4

消防団の装備の充実を図るため、コミュニティ助成事
業を活用して、救命胴衣を有田川流域を管轄する消防団
に配備することになり、保江消防団長（写真左から 2番目）
に中山町長から 217 着交付しました。
コミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合セン

ターが宝くじの収益を財源として行う社会貢献広報事業
です。安全な地域づくりと共
生のまちづくりや地域文化へ
の支援、地域の国際化の推進
および活力ある地域づくりな
どに対し助成を行っています。

町内の有田川で流されていた心肺停止状態の高齢男性に
対し、迅速な 119 番通報と的確な心肺蘇生を行い、男性
の命を救ったとして、アユ釣りのために事故現場に居合わ
せた 4人の男性に感謝状を贈呈しました（写真前列中央の
3人。1人欠席）。栗栖消防長は、4人の勇気ある行動で尊
い命が救われたことに、感謝の言葉を述べました。
なお、助けられた男性は回復し、何の障害もなく日常

生活を送っています。

平成 29 年（2017 年）から 2年間、JICA ボランティア（青年
海外協力隊）としてラオスに派遣されていた細田美香さん（写真右）
が帰国し、報告のために表敬訪問を行いました。細田さんは看護
師としてボリカムサイ県病院の ICU に配属され、看護技術や心肺
蘇生法などを指導。細田さんは「ラオスは人がおだやかで協力的。
言葉がやや難しかったが、ラオスが好きになった」と話されました。

中学生海外研修壮行会を 8月 1日（木）に行いました。
有田川町では毎年、夏休み期間中に町内の中学生を対象
とした海外研修を行っています。
8月8日（木）の夕方、関西国際空港を出発し、シンガポー

ルを経て翌 9日（金）にオーストラリアに到着。19日（月）
までの 12日間、30 人の生徒たちはホームステイをしな
がらドリップストーン校・パーマストン校の 2校に分か
れて交流授業や活動を楽しみました。
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政令改正により、11月 5日（火）から旧姓（旧氏）を住民票とマイナンバーカードに併記できるように
なります。これにより、婚姻などで姓が変更となった場合でも保険・携帯電話の契約や銀行口座が旧氏のま
ま引き続き使えたり、仕事などの場面でも旧姓で本人確認できたりすることが可能となります。

住民票に旧姓を併記するためには 11 月 5 日（火）以降に窓口で請求手
続きを行っていただく必要があります。住民票に旧姓が併記されると、マ
イナンバーカードや公的個人認証の署名用電子証明書にも旧姓が併記され
ます。請求手続きには、旧姓が記載された戸籍抄本などの添付が必要です。
旧姓は一つだけ併記できます。旧姓が複数ある場合は、併記する旧姓を選
択できます。

●手続き受付窓口／住民課（吉備庁舎）・やすらぎ福祉課（金屋庁舎）・清
水行政局住民福祉室

マイナンバーカードを
持っていなくても、
旧姓併記する手続きはできますか？

マイナンバーカードをお持ちでない
場合であっても、国内に住所を有する
方は、通知カードに旧姓を追記するか、
マイナンバーカードを新規に作ること
ができます。
既にマイナンバーカードをお持ちの

方は、追記欄に旧姓を追記することに
なります。

旧姓としては、
どのようなものを併記できますか？

旧姓を初めて併記する場合には、本
人の戸籍抄本などに記載されている過
去の姓の中から 1つを選んで併記する
ことができます（その際、マイナンバー
カードまたは通知カードを併せて提出
し、同時に併記する必要があります）。
なお、引っ越しで他の市町村に転入

した場合、住民票などに併記されてい
る旧姓は引き継がれます。

結婚して姓が変わったのですが、
既に住民票などに併記されている
旧姓はどうなるのでしょうか。

既に住民票に併記されている旧姓
は、姓が変わった場合でも引き続き併
記され続けますが、請求いただければ
姓の変更の直前に戸籍に記載されてい
た姓に変更が可能です。

旧姓を削除することはできますか？

必要なくなった場合などには、旧姓
を削除することが可能です。
ただし、旧姓を削除した場合には、

その後、姓が変更したときに限り、削
除後に新たに生じた旧姓の中から 1つ
を選んで再び併記することができま
す。

住民票の写しの交付を受けるときに、
併記されている旧姓を
表示しないようにすることは
できますか？

住民票では、旧姓は氏名と併せて公
証されているものであることから、旧
姓または氏の一方のみを表示すること
はできません。

旧姓併記の請求の際、
旧姓を証明する書類として
戸籍抄本などが必要とのことですが、
住民票などに併記する旧姓が
記載されているものが
一通あればよいのでしょうか？

旧姓を併記したい場合は、当該旧姓
の記載されている戸籍抄本などから現
在の姓が記載されている戸籍に至る全
ての戸籍抄本などが必要となります。

4

認知症の予防のためには、体の健康を保つことや趣味などを通して他の

人との交流を保つことが大切だといわれています。この教室は、月に1回み

んなで集まり、認知症予防のためにいいと思うことを参加者で考え、計画し、

実行していく教室です。

教室では料理作りを行うこともあります。参加者の皆さま自身で旬の材料

を使ったメニューを考え、出来上がった料理を食べながら話に花を咲かせ

ています。

毎回、内容が違うので、興味のある回だけの参加でも構いません。ぜひ

一度ご参加いただき、仲間の輪を広げてみませんか。

いきいき百歳体操には、椅子に座って行なう体操と、椅子から立ち上がっ

て行う体操があります。立って体操を行うのが困難な方は、その間座った

ままで待っていただいている状態でした。

「せっかく体操しにきてくれているのだから、待っている時間を有効に使っ

てもらい、立って行う体操と同じ効果が得られる体操を」と、地域のいき

いき百歳体操に会場をご提供くださっている介護老人保健施設オレンジ

の郷の理学療法士の方が、座った状態でできる体操を考えてくれました。

いきいき百歳体操は幅広い年齢の方に有効な体操です。今回ご考案

いただいた体操も取り入れ、これからも体操の輪を広げていきたいと思い

ます。興味のあるグループの方は地域包括支援センターまでご連絡くだ

さい。

いき いき

いきいき脳の健康教室 in しみず に
参加してみませんか

足の横上げ運動
片足を上げ、体が傾かない程度
にゆっくりと開いて戻します。
太ももの筋肉を鍛える運動です。

やってみ
よう！

4



活
習
慣
病
は
日
常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
運
動
習
慣
・
食
生
活

の
改
善
と
い
っ
た
健
康
的
な
生
活
習
慣
確

立
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」
ポ
イ
ン
ト

●
運
動

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
1
日
あ
た

り
男
性
9
0
0
0
歩
、
女
性
8
0
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の
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と
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。
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程
度
歩
く
だ
け
で
も
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さ
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、
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ら
に
転
倒
予
防
や
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知
症

予
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に
も
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な
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り
ま
す
。
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日
本
人
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日
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均
約
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ま
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。
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活
習
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病
予
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3
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の
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が
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で
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。
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在
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や
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解
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摂
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。
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に
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。
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心
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糖
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ど
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。
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の
よ
う
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状
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を
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と
、
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気

の
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や
早
期
治
療
に
よ
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重
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ぐ
「
二
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予
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も
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が
、
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ど
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を
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、
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さ
れ
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活
で
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あ
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こ
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が
重
要
で
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。
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野
菜
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に
対
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、

1
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と
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ろ
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。
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に
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4
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、
そ
の
う
ち
の

2
0
0
種
類
以
上
が
有
害
化
学
物
質
と

言
わ
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て
い
ま
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。

禁
煙
は
、
な
か
な
か
自
分
の
意
志
だ
け

で
は
難
し
い
も
の
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。
禁
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来
な
ど

を
活
用
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み
ま
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。

●
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・
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を
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る

自
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状
が
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と
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病
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は
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な
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せ
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。
早
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に
発
見
し
、
無
症

状
の
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ち
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ら
自
分
の
身
体
を
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お
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で
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。
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お
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。
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で
も
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25
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時
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時
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●
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先
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（
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屋
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室

※
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に
お
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込
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い
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ば
、

骨
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測
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が
体
験
で
き
ま
す
。

健
康
推
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課
（
金
屋
庁
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）

清
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行
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局
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福
祉
室

開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（9月 25 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／クロネコヤマトさんの交通安全教室
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

今月の「にこにこひろば」は「クロネコヤ
マトさんの交通安全教室」です！
クロネコヤマトの宅急便の車の見学もでき

ます。

●日時／ 9月 25 日（水）10:00 ～ 11:00
●場所／金屋文化保健センター
●対象／ 1歳半から就学前の子どもと保護者
●定員／ 40 組
●申し込み予約／子育て支援センターまで予
約が必要です。9月10日（火）受け付け開始。
定員になり次第受け付け終了。
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9 月 24 日（火）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

10 月 18 日（金）
8:00 ～ 8:30　清水保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

9 月 4 日（水）・10 月 2日（水）

■場所／金屋文化保健センター

9 月 2日（月）清水保健センター
9 月 5日（木）金屋文化保健センター
9 月 12 日（木）金屋文化保健センター
9 月 19 日（木）金屋文化保健センター
9 月 26 日（木）金屋文化保健センター
10 月 3日（木）金屋文化保健センター
10 月 7日（月）清水保健センター

4 カ月児健診［平成 31 年（2019 年）5月生まれ］
　9月 24 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）10 月生まれ］
　9月 3日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30 年（2018 年）1月生まれ］
　9月 18 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）6月生まれ］
　9月 25 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28 年（2016 年）2月生まれ］
　9月 11 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

9月 2日（月）・10 月 7日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

4



活
習
慣
病
は
日
常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
運
動
習
慣
・
食
生
活

の
改
善
と
い
っ
た
健
康
的
な
生
活
習
慣
確

立
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」
ポ
イ
ン
ト

●
運
動

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
1
日
あ
た

り
男
性
9
0
0
0
歩
、
女
性
8
0
0
0

歩
の
歩
行
が
歩
数
の
目
安
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
均
的
な
歩
数
か
ら
考
え
る
と
、

足
り
な
い
の
は
あ
と
1
0
0
0
歩
。
10

分
程
度
歩
く
だ
け
で
も
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
転
倒
予
防
や
認
知
症

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
食
事

日
本
人
は
毎
日
平

均
約
2
8
0
ｇ
の

野
菜
を
食
べ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
に
は
１
日

3
5
0
g
の
野
菜

が
必
要
で
す
。
現
在

健康みちしるべ

9
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

　
1
に
運
動
　
２
に
食
事
　
し
っ
か
り
禁
煙
　
最
後
に
ク
ス
リ

〜
健
康
寿
命
の
延
伸
〜

生
活
習
慣
病
の
特
性
や
生
活
習
慣
の
改

善
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
人
一
人
の
理
解

を
深
め
、
さ
ら
に
そ
の
健
康
づ
く
り
の
実

践
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、

毎
年
9
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
の
期
間

は
、
健
康
増
進
普
及
月
間
と
定
め
て
い
ま

す
。栄

養
摂
取
量
の
増
加
や
平
均
寿
命
の
伸

び
に
よ
り
、
健
康
水
準
は
向
上
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
高
齢
化
や
社

会
環
境
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
生
活
習
慣

病
に
な
る
人
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
・
心
疾

患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
病
気

の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
よ
り
重
症
化

を
防
ぐ
「
二
次
予
防
」
も
重
要
で
す
が
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
発
病
を
予
防
す
る

「
一
次
予
防
」
を
推
進
し
、
健
康
上
の
問

題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
活
で
き
る
期
間
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」

を
延
ば
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
生

1
日
に
食
べ
て
い
る
野
菜
量
に
対
し
て
、

1
0
0
g
増
や
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
禁
煙

た
ば
こ
に
は
約
4
0
0
0
種
類
の

化
学
物
質
が
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の

2
0
0
種
類
以
上
が
有
害
化
学
物
質
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

禁
煙
は
、
な
か
な
か
自
分
の
意
志
だ
け

で
は
難
し
い
も
の
で
す
。
禁
煙
外
来
な
ど

を
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
検
診
・
健
診
を
受
診
す
る

自
覚
症
状
が
な
い
と
い
う
病
気
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
に
発
見
し
、
無
症

状
の
う
ち
か
ら
自
分
の
身
体
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
健
康
相
談
の
ご
案
内

保
健
師
・
栄
養
士
が
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日 

9
時
〜
11
時

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

※
清
水
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
11
月
25
日

（
月
）
9
時
〜
11
時
に
実
施

●
申
し
込
み
先
／
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁

舎
）・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

※
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、

骨
量
測
定
が
体
験
で
き
ま
す
。

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（9月 25 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／クロネコヤマトさんの交通安全教室
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

今月の「にこにこひろば」は「クロネコヤ
マトさんの交通安全教室」です！
クロネコヤマトの宅急便の車の見学もでき

ます。

●日時／ 9月 25 日（水）10:00 ～ 11:00
●場所／金屋文化保健センター
●対象／ 1歳半から就学前の子どもと保護者
●定員／ 40 組
●申し込み予約／子育て支援センターまで予
約が必要です。9月10日（火）受け付け開始。
定員になり次第受け付け終了。

4

9 月 24 日（火）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

10 月 18 日（金）
8:00 ～ 8:30　清水保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

9 月 4 日（水）・10 月 2日（水）

■場所／金屋文化保健センター

9 月 2日（月）清水保健センター
9 月 5日（木）金屋文化保健センター
9 月 12 日（木）金屋文化保健センター
9 月 19 日（木）金屋文化保健センター
9 月 26 日（木）金屋文化保健センター
10 月 3日（木）金屋文化保健センター
10 月 7日（月）清水保健センター

4 カ月児健診［平成 31 年（2019 年）5月生まれ］
　9月 24 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）10 月生まれ］
　9月 3日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30 年（2018 年）1月生まれ］
　9月 18 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）6月生まれ］
　9月 25 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28 年（2016 年）2月生まれ］
　9月 11 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

9月 2日（月）・10 月 7日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00
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政令改正により、11月 5日（火）から旧姓（旧氏）を住民票とマイナンバーカードに併記できるように
なります。これにより、婚姻などで姓が変更となった場合でも保険・携帯電話の契約や銀行口座が旧氏のま
ま引き続き使えたり、仕事などの場面でも旧姓で本人確認できたりすることが可能となります。

住民票に旧姓を併記するためには 11 月 5 日（火）以降に窓口で請求手
続きを行っていただく必要があります。住民票に旧姓が併記されると、マ
イナンバーカードや公的個人認証の署名用電子証明書にも旧姓が併記され
ます。請求手続きには、旧姓が記載された戸籍抄本などの添付が必要です。
旧姓は一つだけ併記できます。旧姓が複数ある場合は、併記する旧姓を選
択できます。

●手続き受付窓口／住民課（吉備庁舎）・やすらぎ福祉課（金屋庁舎）・清
水行政局住民福祉室

マイナンバーカードを
持っていなくても、
旧姓併記する手続きはできますか？

マイナンバーカードをお持ちでない
場合であっても、国内に住所を有する
方は、通知カードに旧姓を追記するか、
マイナンバーカードを新規に作ること
ができます。
既にマイナンバーカードをお持ちの

方は、追記欄に旧姓を追記することに
なります。

旧姓としては、
どのようなものを併記できますか？

旧姓を初めて併記する場合には、本
人の戸籍抄本などに記載されている過
去の姓の中から 1つを選んで併記する
ことができます（その際、マイナンバー
カードまたは通知カードを併せて提出
し、同時に併記する必要があります）。
なお、引っ越しで他の市町村に転入

した場合、住民票などに併記されてい
る旧姓は引き継がれます。

結婚して姓が変わったのですが、
既に住民票などに併記されている
旧姓はどうなるのでしょうか。

既に住民票に併記されている旧姓
は、姓が変わった場合でも引き続き併
記され続けますが、請求いただければ
姓の変更の直前に戸籍に記載されてい
た姓に変更が可能です。

旧姓を削除することはできますか？

必要なくなった場合などには、旧姓
を削除することが可能です。
ただし、旧姓を削除した場合には、

その後、姓が変更したときに限り、削
除後に新たに生じた旧姓の中から 1つ
を選んで再び併記することができま
す。

住民票の写しの交付を受けるときに、
併記されている旧姓を
表示しないようにすることは
できますか？

住民票では、旧姓は氏名と併せて公
証されているものであることから、旧
姓または氏の一方のみを表示すること
はできません。

旧姓併記の請求の際、
旧姓を証明する書類として
戸籍抄本などが必要とのことですが、
住民票などに併記する旧姓が
記載されているものが
一通あればよいのでしょうか？

旧姓を併記したい場合は、当該旧姓
の記載されている戸籍抄本などから現
在の姓が記載されている戸籍に至る全
ての戸籍抄本などが必要となります。

4

認知症の予防のためには、体の健康を保つことや趣味などを通して他の

人との交流を保つことが大切だといわれています。この教室は、月に1回み

んなで集まり、認知症予防のためにいいと思うことを参加者で考え、計画し、

実行していく教室です。

教室では料理作りを行うこともあります。参加者の皆さま自身で旬の材料

を使ったメニューを考え、出来上がった料理を食べながら話に花を咲かせ

ています。

毎回、内容が違うので、興味のある回だけの参加でも構いません。ぜひ

一度ご参加いただき、仲間の輪を広げてみませんか。

いきいき百歳体操には、椅子に座って行なう体操と、椅子から立ち上がっ

て行う体操があります。立って体操を行うのが困難な方は、その間座った

ままで待っていただいている状態でした。

「せっかく体操しにきてくれているのだから、待っている時間を有効に使っ

てもらい、立って行う体操と同じ効果が得られる体操を」と、地域のいき

いき百歳体操に会場をご提供くださっている介護老人保健施設オレンジ

の郷の理学療法士の方が、座った状態でできる体操を考えてくれました。

いきいき百歳体操は幅広い年齢の方に有効な体操です。今回ご考案

いただいた体操も取り入れ、これからも体操の輪を広げていきたいと思い

ます。興味のあるグループの方は地域包括支援センターまでご連絡くだ

さい。

いき いき

いきいき脳の健康教室 in しみず に
参加してみませんか

足の横上げ運動
片足を上げ、体が傾かない程度

にゆっくりと開いて戻します。
太ももの筋肉を鍛える運動です。

やってみ
よう！
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平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
飲
食
店

の
コ
ン
ロ
の
火
の
消
し
忘
れ
か
ら
発
生
し

た
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
が
契
機
と
な

り
、
消
防
法
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
飲

食
店
の
消
火
器
の
設
置
義
務
化
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

【
改
正
前
の
法
令
内
容
】

延
べ
面
積
１
５
０
㎡
以
上
の
飲
食
店
な

ど
は
消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

←
【
改
正
後
の
法
令
内
容
】

●
延
べ
面
積
１
５
０
㎡
未
満
の
飲
食
店
な

ど
に
も
消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
場
合
は
設
置
不
要
で
す
。

・
火
を
使
用
す
る
設
備
や
器
具
を
設
け
て

い
な
い
場
合

・
火
を
使
用
す
る
設
備
や
器
具
に
、
調
理

油
過
熱
防
止
装
置
・
自
動
消
火
装
置
・

圧
力
感
知
安
全
装
置
な
ど
の
防
火
上
有

効
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
場
合

●
消
火
器
の
設
置
は
令
和
元
年
10
月
1
日

か
ら
必
要
で
す
。
安
全
安
心
の
た
め
に

も
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う

●
設
置
し
た
消
火
器
は
1
年
ご
と
に
点
検

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
所
轄
の
消
防
署

に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。点
検
の
際
は
、

総
務
省
消
防
庁
の
「
消
火
器
点
検
ア
プ

リ
」
が
活
用
で
き
ま
す

詳
し
く
は
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
と
定
め
ら

れ
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
（
日
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
）
を
「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
救
急
の
日
」
と
「
救
急
医
療
週

間
」
は
救
急
業
務
お
よ
び
救
急
医
療
に
対

す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
こ
と
と
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
57

年
度
（
１
９
８
２
年
度
）
に
現
在
の
総
務

省
消
防
庁
か
ら
発
出
さ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
あ
る
〝
救

急
資
源
〞
で
す
。
本
当
に
必
要
な
人
の
た

め
に
、
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
町
消
防
本
部
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
で
到
着
し
た
医
師
を
消
防
車
両
で
救
急

現
場
に
搬
送
す
る
医
師
搬
送
業
務
を
昨
年

４
月
か
ら
始

め
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組

み
は
、
町
内

の
管
轄
面
積

が
広
い
こ
と

か
ら
、
よ
り

重
篤
な
傷
病

者
へ
の
早
期

医
療
介
入
を

8
7

31

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
今

後
も
消
防
車
で
の
医
師
搬
送
の
際
に
は
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
救
急
業
務
実
施
状
況
（
1
月
〜
6
月
）

今
年
の
上
半
期
救
急
要
請
件
数
は

6
7
1
件
、
搬
送
し
た
人
数
は
6
2
7

人
で
し
た
。
昨
年
の
同
期
間
と
比
較
す
る

と
減
少
は
し
て
る
も
の
の
、
年
間
通
じ
て

の
件
数
・
人
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
の
輸
送
人
数
を
年
齢
別
に
比

較
す
る
と
、
高
齢
者
が
3
7
9
人
と
最

も
多
く
、
全
体
の
約
60
％
を
し
め
て
い
ま

す
。
成
人
は
1
8
6
人
、
子
ど
も
が
62

人
で
し
た
。

9

9

4

消防団の装備の充実を図るため、コミュニティ助成事
業を活用して、救命胴衣を有田川流域を管轄する消防団
に配備することになり、保江消防団長（写真左から 2番目）
に中山町長から 217 着交付しました。
コミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合セン

ターが宝くじの収益を財源として行う社会貢献広報事業
です。安全な地域づくりと共
生のまちづくりや地域文化へ
の支援、地域の国際化の推進
および活力ある地域づくりな
どに対し助成を行っています。

町内の有田川で流されていた心肺停止状態の高齢男性に
対し、迅速な 119 番通報と的確な心肺蘇生を行い、男性
の命を救ったとして、アユ釣りのために事故現場に居合わ
せた 4人の男性に感謝状を贈呈しました（写真前列中央の
3人。1人欠席）。栗栖消防長は、4人の勇気ある行動で尊
い命が救われたことに、感謝の言葉を述べました。
なお、助けられた男性は回復し、何の障害もなく日常
生活を送っています。

平成 29 年（2017 年）から 2年間、JICA ボランティア（青年
海外協力隊）としてラオスに派遣されていた細田美香さん（写真右）
が帰国し、報告のために表敬訪問を行いました。細田さんは看護
師としてボリカムサイ県病院の ICU に配属され、看護技術や心肺
蘇生法などを指導。細田さんは「ラオスは人がおだやかで協力的。
言葉がやや難しかったが、ラオスが好きになった」と話されました。

中学生海外研修壮行会を 8月 1日（木）に行いました。
有田川町では毎年、夏休み期間中に町内の中学生を対象
とした海外研修を行っています。
8月8日（木）の夕方、関西国際空港を出発し、シンガポー
ルを経て翌 9日（金）にオーストラリアに到着。19日（月）
までの 12日間、30 人の生徒たちはホームステイをしな
がらドリップストーン校・パーマストン校の 2校に分か
れて交流授業や活動を楽しみました。

4



「避難行動要支援者名簿」
近年の大規模災害における犠牲者の多くは、

高齢者や障害者などの「避難行動要支援者」です。
有田川町では、それらの方の情報を事前に登録
し、自治会、自主防災組織、民生委員・児童委
員などと共有して、災害対策に役立てています。
災害発生時、地域内での避難支援活動を円滑

に行うためには、自治会などを中心とした助け
合いが大切です。

「避難行動要支援者名簿」登録対象者
① 65歳以上の一人暮らし高齢者
② 65歳以上の高齢者のみの世帯の方
③介護保険法に基づく要介護認定において要介
護３以上の判定を受けている方

④身体障害者のうち障害者手帳を有する方で、
障害の程度が１級または２級の方

⑤知的障害者のうち療育手帳を有する方で、障
害の程度がＡ判定の方

⑥精神障害者のうち精神障害者保健福祉手帳１
級の交付を受けている方

⑦特定疾患医療受給者証を受けている難病患
者、小児慢性特定疾患医療受給児

※上記に該当する人で、かつ下記項目に該当す
る人が対象になります。

・在宅の方であって、災害時に自力避難が困難
な方

・自身の避難支援に係る個人情報を自治会など
へ提供することに同意した方

登録申請の方法

やすらぎ福祉課（金屋庁舎）または自治会・
民生委員児童委員・自主防災組織代表者へご連
絡ください。
その後、町の調査員が自宅を訪問し、申請書

の作成をお手伝いし、登録を行います。既に登
録済みの方の再登録は不要です。

●個別計画作成方法
個別計画対象要援護者と自治会、民生委員・

児童委員、自主防災組織などが相談しながら
個別計画を作成します。

●ご理解ください
この制度は、あくまで地域住民が共に助け

合う「共助」の考えのもとに行われます。
災害時には避難支援者も被災することが考

えられます。必ず支援を受けられるとは限ら
ず、支援者が責任を負うものではありません。

決
壊
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

有
田
川
町
で
は
対
象
と
な
る
住
宅
で
の

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
、
耐
震
ベ
ッ
ド
・

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
対
し
、
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補
助
対
象
や
要

件
な
ど
は
広
報
あ
り
だ
が
わ
5
月
号
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
際
、
倒
壊
す

る
恐
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
誰
か
の
命

を
奪
う
凶
器
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

有
田
川
町
に
は
、
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
に
対
し
て
撤
去
費
用
を
補
助
す
る
制
度

（
最
大
10
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

家
具
な
ど
の
見
直
し

近
年
の
地
震
に
よ
る
負
傷
者
の
30
〜

50
％
は
、
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

が
原
因
で
す
。
部
屋
に
物
を
置
か
な
い
・

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
こ
と
が
最
大
の

防
御
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
下
敷
き

に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
避
難
経
路
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
家
具
類
の
配
置
を
見
直

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
転
倒
防
止

各
家
庭
で
固
定
さ
れ
て
い
な
い
家
具
な

ど
の
固
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
田
川
町
に
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や

障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど
が
居
住
す
る
世

帯
に
対
し
て
、
家
具
固
定
を
支
援
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
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申
請
時
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
制
度

生
ご
み
処
理
製
品
（
電
気
式
タ
イ
プ
や

手
動
式
タ
イ
プ
）
を
購
入
さ
れ
る
方
に
対

し
て
補
助
を
し
ま
す
。
な
お
、
購
入
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

・
補
助
額
／
購
入
金
額
の
2
分
の
1
以

内
、
上
限
額
3
万
円

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

購
入
補
助
制
度

生
ご
み
を
利
用
し
て
堆
肥
に
変
え
る
段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入
さ
れ
る
方
に

対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。

・
補
助
対
象
／
段
ボ
ー
ル
お
よ
び
中
に
入

れ
る
基
材
（
も
み
殻
く
ん
炭
・
ピ
ー
ト

モ
ス
あ
る
い
は
腐
葉
土
・
米
ぬ
か
）

※
基
材
だ
け
の
補
助
も
で
き
ま
す
。

・
補
助
額
／
購
入
金
額
の
2
分
の
1
以

内
、
上
限
額
4
0
0
0
円

園
芸
用
電
動
粉
砕
機

購
入
補
助
制
度

園
芸
用
に
使
用
す
る
粉
砕
機
を
購
入
さ

れ
る
方
に
対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。な
お
、

購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
農
業
に
使
用
す
る
場
合
は
補
助
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

・
補
助
対
象
／
粉
砕
能
力
が
直
径
35
㎜
以

下
の
も
の

・
補
助
額
／
購
入
金
額
の
2
分
の
1
以

 
 

 
 

有
田
川
町
で
は
山
間
地
や
川
原
へ
の
不

法
投
棄
が
多
発
し
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
の

景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

年
度
か
ら
、
夏
場
に
キ
ャ
ン
プ
客
な
ど
が

多
く
訪
れ
る
地
区
を
中
心
に
、
河
川
周
辺

の
巡
回
と
ご
み
の
回
収
を
行
う
「
ふ
る
さ

と
見
守
り
隊
」
事
業
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
）
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
不
法
投
棄
の
抑
制

や
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
を
図
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
委
託
費
は
ふ
る
さ
と

納
税
で
集
ま
っ
た
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
え

る
ご
み
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、

生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
た

め
、
水
切
り
の
徹
底
や
生
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
は
、
処
理
費
用
の
大
き
な
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
、
ご
み
減
量
の
た
め
に

次
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
無
用
貸
与
制
度

生
ご
み
を
利
用
し
て
堆
肥
に
変
え
る
コ

ン
ポ
ス
ト
を
無
償
貸
与
す
る
制
度
で
す
。

家
庭
に
菜
園
や
畑
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ご
み
減

量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
貸
し
出
し
数
／
1
世
帯
ま
た
は
1
事
業

所
に
2
基
ま
で

・
対
象
者
／
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
有
効
活

用
と
維
持
管
理
が
で
き
る
人
で
、
役
場

が
後
日
行
う
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
い
た
だ
け
る
人

※
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行

政
局
建
設
環
境
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。

内
、
上
限
額
3
万
円

町
指
定
ご
み
袋
の
販
売
価
格
は
、
10
月

1
日
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。ご
み
袋
の
安
定
的
な
在
庫
管
理
・

供
給
の
た
め
に
、
買
い
だ
め
を
控
え
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
例
】
燃
え
る
ご
み
専
用
袋
（
大
）

・
現
行
／
1
冊
（
10
枚
入
り
）
2
5
0

円
（
税
込
み
）

・
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
／
1
冊
（
10
枚

入
り
）
2
5
0
円
（
税
込
み
）

生ごみの水切りやコンポスト
容器の利用など、ごみ減量に
よって環境にも町財政にもエコ
な暮らしを目指しましょう。
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

一
緒
に
確
認
し
よ
う

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
確
認
が
で
き
ま
す
。
指
定
緊
急
避
難
所

と
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い

る
の
で
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
や
日

中
活
動
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

大
地
震
発
生
時
に
倒
壊
し
そ
う
な
塀
や

ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
そ
う
な
建
物
や
、
大
雨

な
ど
の
災
害
時
に
用
水
路
や
川
の
水
が
溢

れ
た
り
土
砂
が
崩
れ
た
り
し
て
通
行
で
き

な
く
な
り
そ
う
な
場
所
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
地
図
か
ら
は

分
か
ら
な
い
〝
危
険
〞
が
見
え
て
き
ま
す
。

家
族
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
上

で
、
実
際
に
避
難
所
な
ど
ま
で
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

地
震
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

地
震
に
よ
る
被
害
の
多
く
は
、
建
物
の

倒
壊
と
家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ
っ
て
起
こ

り
ま
す
。
ま
た
屋
外
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
や
大
き
な
土
砂
災
害
、
た
め
池
の

4

7 月 10 日（水）、旧峯口小学校で生活研究グループ金屋
支部の皆さまに食育を目的とした「こうじみそづくり」の
体験をさせていただきました。
こうじ菌を混ぜて 2日間発酵させた蒸米にゆでた大豆を

合わせてミンチ状にします。そのミンチ状の米と大豆を野
球ボールくらいの大きさ分手に取り、空気を入れないよう
にしっかり握って桶の端から丁寧に詰めていくよう、教え
てもらいました。ミンチ状に加工する際、米と大豆のいい
香りがしました。握るときには、子どもたちにとって思っ
た以上に力のいる作業だったようです。手触りが気持ちよ
く、楽しみながらみんなで協力できました。子どもたちが
手作りの良さを実感できる取り組みとなりました。
３カ月後の出来上がりがとても楽しみです。

7月 1日（月）、梅村実験小学校（中華人民共
和国江

コウ

蘇
ソ

省無
ム

錫
シャク

市）から 23人が来校し、藤並
小学校 6年生と交流しました。
歓迎式ではお互いが歌などを発表。七夕飾り

を一緒に作る活動を行ったほか、給食も一緒に
食べ、交流を深めることができました。
短い時間でしたが、よい交流の機会となりま

した。

5月 8日（水）、光
コウ

大
ダイ

新
シン

並
ヤ

外国語学校（中華人民
共和国広

カン

東
トン

省）から 74人が来校しました。
全校児童で歓迎セレモニーを行い、6年生は一
緒に玉入れをして給食を食べました。片言交じり
の英語を使い、お互いに思いを通じあわせること
ができました。子どもたちにとっては言葉の壁な
ど感じることはないようでした。
6年生の女子児童の 1人は「いつかまたどこか
で会えるといいな」と話していました。
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グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
利
用
に
よ
っ
て
、

誰
で
も
情
報
発
信
・
収
集
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
遠
く
の
知
り
合
い
を
通
じ
た
安
否
確
認

被
災
地
で
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
被
災
地
以
外
の

知
り
合
い
に
自
分
の
状
況
を
伝
え
、
家
族

の
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
も
有
効
な
手
段

で
す
。

こ
の
場
合
、
災
害
時
優
先
電
話
と
な
る

公
衆
電
話
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

集
合
場
所
を
決
め
よ
う

家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
時
に
被
災
し

た
場
合
に
、
ど
こ
で
集
合
す
る
の
か
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
被
災
時
に
落
ち
着

い
て
家
族
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
無
事
で
あ
る
目
印
を
ど
こ
か
に

残
す
だ
け
で
も
安
否
確
認
は
で
き
ま
す
。

家
族
全
員
で
場
所
を
決
め
、災
害
発
生
時
、

そ
こ
に
無
事
で
あ
る
こ
と
の
メ
モ
を
残
し

ま
し
ょ
う
。

4

問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～
金屋図書館

中川学　絵本原画展
9/1（日）～ 9/29（日）

■ちいさな駅美術館
「だいぶつさまの
うんどうかい」
時間／平日 10:00 ～ 19:00、

土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
（祝日の場合は翌日休館）
※ 9月 12 日（木）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

■金屋図書館
「しちふくじん」
時間／ 9:00 ～ 17:00
※月曜・祝日休館
※ 9月 17 日（火）・18 日（水）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

中川学さん・苅田澄子さんと
みんなで仏様のお面を作ろう！
日時／ 9月 1日（日）10:00 ～ 11:15
場所／金屋図書館　定員／ 25 組（先着順）
参加費／無料
対象／保育園児～小学生低学年親子
申し込み／金屋図書館で受け付け中

※定員になり次第受け付け終了

9 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／9月14日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館

②日時／ 9月 7日（土）・21 日（土）
いずれも 10:30 ～（約 30 分間）

場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 9月 10 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

■絵本をもっと身近に「えほんルーム」
日時／ 9月 5日（木）10:00 ～ 12:00
場所／金屋図書館

■絵本をもっと身近に「えほんひろば」
日時／ 9月 22 日（日）13:30 ～ 15:30
場所／ ALEC 内廊下

■はたらくくるま大集合 in ALEC
日時／ 9月 23 日（月・祝）10:00 ～ 16:00
場所／ ALEC 駐車場
※雨天決行

申し込み不要
・参加費無料

9 月の移動図書館
9月 3日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
9月 4日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
9月 6日（金）　八幡小学校　　　13:00～13:45

　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
9月11日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00
9月11日（水）　しみず園　　　　15:30～16:00
9月12日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
9月18日（水）　小川小学校　　　13:00～13:30

　こころの医療センター　14:10～14:30
9月20日（金）　石垣小学校　　　13:00～13:30

西ケ峯小学校　　15:25～15:45

新着図書案内
■一般書
君たちは今が世界　………　朝比奈あすか／著
家康謀殺　…………………………　伊東潤／著
いるいないみらい　……………　窪美澄／著
出身成分　………………………　松岡圭佑／著
亥子ころころ　……………………　西條奈加／著
旧友再会　…………………………　重松清／著

■児童書
あみ　…　中川ひろたか／作　岡本よしろう／絵
ヒキガエルがいく　……　パクジォンチェ／作
ぼくんちの海賊トレジャ　…　柏葉幸子／作　野見山響子／絵
もみの木　…　せなけいこ／絵　石井睦美／文 

9 月 12 日（木）は ALEC・ちいさな駅美術館を、17 日（火）
は金屋図書館・しみず図書室を、18 日（水）は金屋図書館を、
24 日（火）はしみず図書室を臨時休館日といたします。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず

図書室に設置）をご利用ください。
※大型絵本などは開館時にカウンターへ返却をお願いします。
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「
物
を
そ
ろ
え
た
か
ら
大
丈
夫
！
」
と
は
な
ら
な
い
の
が
防
災
。
日
々
の
生
活
で
の
こ
ん
な
行
動
が
い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
や
あ

な
た
の
家
族
の
命
を
救
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
族
と
話
す

発
災
時
の
行
動
や
安
否
確
認
の
方
法
、

集
合
場
所
な
ど
は
決
め
て
い
ま
す
か
？
災

害
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
き
に
発

生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

安
否
確
認
の
方
法
を

考
え
よ
う

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災

地
へ
の
通
話
が
集
中
し
ま
す
。
ま
た
、
首

都
圏
で
は
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生

し
、
翌
日
ま
で
自
宅
に
帰
れ
な
い
人
が
大

勢
い
ま
し
た
。

連
絡
が
と
れ
な
い
と
、
家
族
の
安
否
に

不
安
が
増
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
家
族

間
で
安
否
確
認
・
伝
言
の
方
法
を
決
め
て

お
く
こ
と
で
、
こ
の
不
安
を
拭
い
去
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
N
T
T
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）

「
１
７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
案
内
に

従
っ
て
録
音
や
再
生
を
し
ま
す
。
１
回
に

録
音
で
き
る
の
は
30
秒
ま
で
。
必
要
な
情

報
の
み
を
簡
潔
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
保
存
期
間
は
48
時
間
で
す
。

●
災
害
用
伝
言
版
（
携
帯
電
話
）

携
帯
電
話
各
社
に
よ
る
文
字
を
使
っ
た

安
否
情
報
確
認
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
携
帯
メ

ニ
ュ
ー
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
登
録

画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
て
使
用
し
ま
す
。

お
使
い
の
携
帯
電
話
会
社
に
よ
っ
て
利

用
の
た
め
の
表
示
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
S
N
S
の
活
用

電
話
と
比
較
し
て
利
用
で
き
る
可
能

性
が
高
い
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。

S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

NT

4

田
又 

和
彦
（
吉
原
）
※
再
任

畑
中 

泰
武
（
小
川
）
※
再
任

堀
内 

尚
視
（
二
川
）

7
月
1
日
現
在 

50
音
順
・
敬
称
略

お
知
ら
せ

 

人
権
特
設
相
談
所

9
月
19
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
城
山
公
民
館

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

 

人
権
機
関
有
田
川
委
員
退
任
・
就
任

町
区
長
会
連
合
会
の
有
木
茂
生
さ
ん

（
歓
喜
寺
）
が
人
権
機
関
有
田
川
委
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
同
会
か
ら
鈴

間
貴
義
さ
ん
（
三
田
）
が
人
権
機
関
有
田

川
委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

悠
以
さ
ん
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
／
9
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
で
大
人
気
の
〝
１
０
３
㎏
の
恋

愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〞
羽は

ね

林
ば
や
し

由ゆ

鶴ず

先
生
を

講
師
に
迎
え
「
毎
日
が
楽
し
く
な
る
コ

ツ
！
　
〜
し
あ
わ
せ
に
な
る
人
の
考
え
方

〜
」と
題
し
た
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

羽
林
先
生
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
ぽ
っ

ち
ゃ
り
体
型
で
、
ク
ラ
ス
の
男
の
子
や
大

人
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
で
心
が
傷

つ
い
た
そ
う
で
す
。
い
く
つ
も
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
た
も
の
の
結
果
が
出
せ

ず
、
努
力
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ
、
挫
折

感
か
ら
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
頃
の
自
分
や

Ｄ
Ｖ
夫
と
の
離
婚
の
過
去
を
乗
り
越
え
、

13
歳
年
下
の
東
大
生
と
出
会
っ
て
結
婚
し

た
羽
林
さ
ん
。
自
身
が
ど
う
い
う
き
っ
か

け
で
ど
う
変
わ
れ
た
の
か
…
。
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
軽
快
な
テ
ン
ポ
の
ト
ー
ク
に
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

羽
林
さ
ん
は
「
苦
し
か
っ
た
頃
の
自
分

は
一
生
懸
命
に
頑
張
り
す
ぎ
、
努
力
が
足

り
な
い
・
能
力
が
な
い
と
思
い
込
ん
で
は

下
ば
か
り
向
い
て
い
た
。
し
か
し
、
辛

か
っ
た
結
婚
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
こ

と
で
、私
と
い
う
人
間
の
未
来
が
開
け
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

羽
林
さ
ん
の
講
演
に
は
、
参
加
者
一
人

一
人
が
主
役
に
な
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
あ
り
ま
し
た
。

講
演
途
中
に
席
替
え
を
す
る
こ
と
で
、

あ
え
て
顔
な
じ
み
で
は
な
い
人
同
士
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。
初
対
面
同
士
と

い
う
の
は
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も

の
で
す
が
、
ご
く
簡
単
な
羽
林
さ
ん
の
指

示
と
指
摘
で
、
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

羽
林
さ
ん
の
体
験
談
は
「
人
生
を
楽
し

く
毎
日
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
大
事
な
こ

と
は
、
背
伸
び
せ
ず
自
分
自
身
が
『
ま
あ

ま
あ
悪
く
な
い
か
な
ぁ
』
と
思
え
る
く
ら

い
が
丁
度
よ
い
。
な
り
た
い
自
分
に
な
る

た
め
に
は
、
な
り
た
く
な
い
自
分
を
ど
れ

だ
け
減
ら
せ
る
か
が
、
楽
し
く
幸
せ
に
な

る
ポ
イ
ン
ト
」と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
日
の
講
演
会
に
参
加
し
て
、
自
分
の

意
見
・
考
え
を
持
つ
こ
と
や
人
の
顔
色

を
見
な
い
で
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
自
分
ら
し
く
素
直
に
気
楽
に
な

る
こ
と
で
、
も
っ
と
地
域
や
社
会
を
明
る

く
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

  

人
権
機
関
有
田
川
委
員
　
水
野
哲
男

 

人
権
講
演
会
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

7
月
28
日
（
日
）、
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
で
講
師
に
羽
林
由
鶴
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
感

想
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
（
講
演
会
は
）
大
変
楽
し
く
、
そ
し
て

そ
の
中
に
も
自
分
を
知
る
ヒ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
一
つ
で
も
こ
れ

か
ら
始
め
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
お
会
い
し
た
い
で
す
。

40
代
女
性

●
今
、
自
分
は
幸
せ
な
の
だ
と
実
感
で
き

る
お
話
で
し
た
。毎
日
を
楽
し
む
の
は
、

自
分
の
心
し
だ
い
で
す
ネ
。
楽
し
む
こ

と
を
楽
し
み
ま
す
。
　
　
　
60
代
女
性

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相

談
業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
西 

恭
子
（
井
谷
）

柏
木 

敦
子
（ 

庄 

）
※
再
任

北
林 
利
樹
（
清
水
）

栗
山 
昌
之
（
尾
中
）

髙
居 

涼
子
（
明
王
寺
）

髙
垣 

か
す
み
（
吉
原
）

田
中 

伸
幸
（ 

庄 
）
※
新
任

羽
林
由
鶴
さ
ん
の

講
演
会
に
参
加
し
て

4
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◆
◆
◆

9
月
の
行
政
相
談

●
9
月
18
日
（
水
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

9
時
〜
12
時

問
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
の
開
設

●
開
設
日
／
10
月
6
日
（
日
）

●
開
設
場
所
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
（
和

歌
山
市
二
番
丁
3
番
地 

和
歌
山
地
方

合
同
庁
舎
）

●
開
設
時
間

・
講
演
会
／
10
時
〜
12
時

・
相
談
会
／
10
時
〜
16
時

●
相
談
・
講
演
会
予
約

・
受
付
期
間
／
9
月
24
日
（
火
）
〜
10
月

4
日
（
金
）

・
予
約
方
法
／
電
話

●
講
演
会
内
容
／
「
遺
言
の
す
す
め
」「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？
」「
自
筆

証
書
遺
言
の
保
管
制
度
」

●
相
談
内
容
／
土
地
や
建
物
の
相
続
・
各

種
登
記
・
各
種
供
託
・
人
権
問
題
、
遺

言
書
の
作
成
、
法
律
相
談
な
ど

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課
　
☎

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
２

 

◆
◆
◆

吉
備
地
区
敬
老
会

●
日
時
／
9
月
29
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

30
分
頃

●
場
所
／
吉
備
中
学
校
体
育
館

●
内
容
／
か
つ
み
♥
さ
ゆ
り
に
よ
る
漫

才
、「
龍
翔
天
舞
」
三
木
久
美
夫
一
座

に
よ
る
津
軽
三
味
線
と
太
鼓
演
奏
、
川

井
聖
子
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

問
長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）

第
6
回
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

開
催
決
定

●
日
時
／
11
月
17
日
（
日
）
9
時
30
分
〜

15
時

●
場
所
／
し
み
ず
ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク

今
年
の
司
会
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
声
優
の
天あ
ま

ノの

崎さ
き

稜い
ず

奈な

さ
ん
。

出
店
や
イ
ベ
ン
ト
参

加
の
各
種
申
し
込
み
な

ど
、
最
新
情
報
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
）

人
権
講
演
会

悠
以
さ
ん
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
／
9
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

（
13
時
開
場
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
整
理
券
／
9
月
3
日
（
火
）
か
ら
配
布

開
始
。
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
配
布
終

了
。

・
配
布
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）・
金
屋
図
書
館
・
清
水
図

書
室
・
き
び
ド
ー
ム
・
社
会
教
育
課
（
金

屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
・

各
出
張
所

※
入
場
無
料

●
悠
以
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
平
成
元

年
（
１
９
８
９
年
）、
兵
庫
県
尼
崎
市
に

男
性
と
し
て
生
ま
れ
る
。
体
は
男
性
だ

が
心
は
女
性
と
い
う
〝
性
同
一
性
障
害
〞

と
向
き
合
い
な
が
ら
音
楽
の
道
へ
進
む
。

歌
手
活
動
・
講
演
活
動
・
タ
レ
ン
ト
活

動
な
ど
を
行
う
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
。

問
社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

4



大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
不
通
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
や
、
道
路
の
寸
断
な
ど
に
よ
る

物
資
供
給
の
停
滞
が
発
生
し
ま
す
。
少
な
く
と
も
1
週
間
は
誰
に
も
頼
ら
ず
に
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
備
え
る
こ
と
。
そ

れ
が
災
害
備
蓄
で
す
。

こ
こ
で
は
、「
非
常
持
ち
出
し
品
」
と
「
災
害
備
蓄
品
」
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
例
を
踏
ま
え
、
自
分
や
家
族
に
必
要
な
も
の

を
考
え
、
備
え
ま
し
ょ
う
。

「
非
常
持
ち
出
し
品
」と「
災
害
備
蓄
品
」

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。「
非
常

持
ち
出
し
品
」
は
災
害
が
起
き
て
い
る
現

場
か
ら
安
全
に
避
難
し
、
数
日
間
の
避
難

生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。

「
災
害
備
蓄
品
」
は
避
難
先
な
ど
か
ら
自

宅
に
戻
っ
た
際
な
ど
に
、
避
難
生
活
を
自

宅
で
送
る
た
め
に
用
意
す
る
も
の
で
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
は
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の

背
負
え
る
バ
ッ
グ
に
ま
と
め
、
緊
急
時
に

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

詰
め
込
み
す
ぎ
て
持
ち
運
べ
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
実
際
に
荷
物
を

持
っ
て
避
難
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
か

確
認
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

災
害
備
蓄
品
は
普
段
か
ら
使
い
慣
れ
て

い
る
物
・
食
べ
慣
れ
て
い
る
食
品
を
最
低

1
週
間
分
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自

宅
が
損
傷
し
て
い
て
も
取
り
合
出
せ
る
場

所
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

4

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
健
診
結
果
の
見
方
、
健
診
を
受

け
る
意
義
に
つ
い
て

●
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
窓
口

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

 

◆
◆
◆

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が

始
ま
り
ま
す

今
年
10
月
1
日
か
ら
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。受

け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ご
案
内
や
手
続
き
は
日
本
年
金
機

構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の

場
合
／
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

①
65
歳
以
上
で
あ
る
。 

②
世
帯
員
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
と
な
っ
て
い

る
。 

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る
。

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
場
合
／
前
年
の
所
得

額
が
約
4
6
2
万
円
以
下
で
あ
る
方
。

●
請
求
手
続
き

①
今
年
4
月
1
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
／
対
象
と
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
9
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
今
年
4
月
2
日
以
降
に
年
金
を
受
給
し

始
め
た
方
／
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
窓
口
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
／
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
や
厚
生

労
働
省
か
ら
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
手
数
料
の
金
銭
を
求
め
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０

‐
０
５
‐
４
０
９
２
・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所
　
☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

 
◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
、
1
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
2
0
0

円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を

障
害
者
家
族
教
室

●
日
時
／
10
月
1
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

15
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
湯

浅
保
健
所
）
大
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

２
３
５
５
‐
１
）

●
内
容
・
講
師
／
「
親
と
子
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
実
現
の
た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ

と
」
ゆ
う
ち
ょ
財
団 

石
川
智
さ
ん

●
申
し
込
み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
６
４
‐
１
２
９
０
）で
氏
名
・
連
絡
先
・

特
別
な
配
慮
（
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記

な
ど
）
が
必
要
か
ど
う
か
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
場

合
は
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
締
め
切
り
／
9
月
17
日
（
火
）

問
湯
浅
保
健
所
保
健
福
祉
課
　
☎

６
４
‐
１
２
９
４ 

◆
◆
◆

健
診
結
果
説
明
会

健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
方
、

説
明
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
坊
岡
医
院 

坊
岡
医
師
を
お
招

き
し
、
結
果
の
見
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

15
時（
13
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

対
象
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
の
お
知
ら
せ
」
を
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
に
か
け
、
送
付
し
て
い
ま
す
。
患
者

負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善
の

た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
／
先
発
医

薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
終
了
し
た
あ

と
に
発
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。
先
発

医
薬
品
と
同
等
の
品
質
・
有
効
性
・
安

全
性
を
持
つ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
開
発
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

先
発
医
薬
品
よ
り
低
価
格
で
提
供
さ
れ

経
済
的
で
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
　
☎
０
７
２
０
‐
５
３
‐

０
０
０
６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話

無
料
）・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
　
☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐

６
６
８
８
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
緊
急
情
報
」

●
町
公
式
S
N
S

●
ヤ
フ
ー
（
天
気
・
災
害
）

そ
の
他

●
和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
）
／
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
防
災

情
報
が
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
に
よ
り
届

き
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
わ
か
や
ま
デ
ー
タ
放
送
／
テ

レ
ビ
わ
か
や
ま
放
送
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」

か
ら
、防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

避
難
の
際
に
は

「
黄
色
い
旗
」
を
立
て
て

災
害
が
発
生
し
た
際
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
避
難
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
黄

色
い
旗
」
は
災
害
が
発
生
し
避

難
を
す
る
際
、
玄
関
先
に
旗
を

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
家

族
全
員
が
無
事
に
避
難
し
た
こ

と
を
周
囲
に
伝
え
る
た
め
の
も

の
で
す
。
逆
に
、
避
難
の
必
要

が
あ
る
状
況
で
旗
の
立
っ
て
い

な
い
世
帯
（
家
）
に
は
、
声

を
か
け
て
避
難
を
促
し
ま
し
ょ

う
。転

入
な
ど
で
こ
の
旗
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
、
や
す
ら
ぎ

福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
／

有
田
川
町
内
に
在
町
の
皆
さ
ま
の
携
帯

電
話
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
事
前

登
録
は
不
要
で
す
。

※
一
部
で
は
受
信
で
き
な
い
端
末
も
あ
り

ま
す
。

●
有
田
川
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

・
登
録
／
「bousai.aridagaw

a-tow
n@

raiden2.ktaiw
ork.jp

」
に
空
メ
ー
ル

●
和
歌
山
県
防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
。

・
登
録
／
「regist@

bousai.pref.w
aka 

yam
a.lg.jp

」
に
空
メ
ー
ル

緊
急
時
に
は
、
早
く
・
正
確
に
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
ー
ル
で
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
事

前
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
の
う

ち
に
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

放
送
・
音
声

●
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

●
広
報
車
に
よ
る
巡
回

4

◆
◆
◆

令
和
2
年
度
保
育
所
入
所
案
内

●
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）
保

育
所
入
所
申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け

有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
4
月

か
ら
町
内
保
育
所
と
有
田
川
町
内
以
外
の

認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
入
所
資
格
／「
保
護
者
が
働
い
て
い
る
」

「
病
気
の
状
態
で
あ
る
」
な
ど
、
家
庭

に
お
い
て
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
子
さ
ま
が
対
象

※
有
田
川
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
9
月
2
日
（
月
）
〜
10
月
11
日

（
金
）

※
土
日
祝
を
除
く

・
場
所
／
一
覧
表
記
載
の
各
保
育
所
・
吉

備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
15
日
（
火
）
〜
10
月
21
日

（
月
）

※
土
日
を
除
く
。

・
場
所
（
時
間
）
／
一
覧
表
記
載
の
各
保

育
所
（
開
所
時
間
内
）・
こ
ど
も
教
育

課
（
8
時
30
分
〜
20
時
）

●
注
意

・
入
所
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
所
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
予
定
の
方

で
、
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）

の
途
中
で
仕
事
に
復
帰
す
る
な
ど
、
年

度
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
方
も
右

記
の
期
間
内
に
入
所
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
面
談
を
し

て
、
入
所
判
定
を
行
い
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み（
配
布
・
受
け
付
け
）日
程
で
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は

こ
ど
も
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

 

◆
◆
◆

9
月
の
献
血

●
9
月
6
日
（
金
）

・
消
防
本
部
（
吉
備
金
屋
消
防
署
）　
9

時
30
分
〜
11
時

・（
株
）
松
源 

吉
備
店
　
12
時
30
分
〜
14
時

・
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
　
15
時
〜
16
時
30
分

●
9
月
8
日
（
日
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡 

吉
備
店
　
10
時
〜

12
時
・
13
時
〜
16
時

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

保育所一覧
保育所名 運営 対象年齢 開所時間 所在地 電話番号
藤並保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 土生 42-1 52-5369

きび森の保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 庄 814-1 22-3580

コスモス保育園 私立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 徳田 1080-3 52-3011

金屋第一保育所 公立 １歳児～５歳児 7:30 ～ 19:00 中井原 171 32-3784

金屋第二保育所 公立 ６カ月児～５歳児 8:00 ～ 17:30 小川 811-1 32-5055

金屋第三保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 吉原 805-1 32-2682

清水保育所 公立 １歳児～５歳児 8:00 ～ 17:30 清水 1675 25-0074

※金屋第一保育所・清水保育所については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 平成 26 年４月２日～
　　平成 27 年４月１日

４歳児 平成 27 年４月２日～
　　平成 28 年４月１日

３歳児 平成 28 年４月２日～
　　平成 29 年４月１日

２歳児 平成 29 年４月２日～
　　平成 30 年４月１日

１歳児 平成 30 年４月２日～
　　平成 31 年４月１日

０歳児 平成 31 年４月２日～

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。
一緒にやってみましょう！

手話にチャレンジ！「ありがとう」

②
頭はお辞儀をするよう
に軽く下げる。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 7回

①
左手の甲に右手を垂直
にのせて上に上げる。
（力士の手刀と同様）
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津
波

津
波
は
、
主
に
地
震
発
生
に
伴

う
海
底
の
隆
起
・
沈
降
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
周
辺
の
海
水
が
上
下
に

変
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る

現
象
で
す
。
有
田
川
町
で
は
、
津

波
に
よ
る
被
害
は
想
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
地
震
が
発
生
し
た

際
に
は
有
田
沿
岸
に
最
短
30
〜
40

分
で
最
大
11
ｍ
の
津
波
が
到
達
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
の
危
険
が
あ
る
場
所
に

は
、
津
波
が
襲
来
す
る
危
険
が

あ
る
こ
と
を
示
す
「
津
波
注
意
」

の
ほ
か
、「
津
波
避
難
場
所
」
や

「
津
波
避
難
ビ

ル
」
を
示
す

津
波
標
識
が

設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
地

理
に
詳
し
く

な
い
土
地
で

も
、
津
波
発

生
の
恐
れ
が

あ
る
と
き
に

は
、「
津
波
避
難
場
所
」
マ
ー
ク

や
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
マ
ー
ク
を

目
印
に
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

地
震
火
災

地
震
は
直
接
的
な
揺
れ
に
よ
る

被
害
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
二
次

被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の

中
で
も
地
震
火
災
は
代
表
的
で
、

過
去
の
大
地
震
で
は
多
く
の
命
と

財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
火
災
の
原
因
の
多
く
が

「
電
気
機
器
が
関
係
す
る
火
災
」

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く

分
け
る
と
、
暖
房
器
具
の
転
倒
に

よ
る
も
の
と
通
電
火
災
と
呼
ば
れ

る
も
の
と
の
2
種
類
で
す
。

い
ず
れ
も
地
震
発
生
直
後
に
は

次
の
3
点
を
行
う
こ
と
で
、
火
災

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
逃
げ
道
を
確
保
す
る
。

・
発
火
し
た
ら
初
期
消
火
を
行
う
。

・
ブ
レ
ー
カ
ー
と
ガ
ス
栓
の
確
認
。

土
砂
災
害
は
、
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
を

も
つ
土
砂
が
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の
命
や

財
産
を
奪
う
災
害
で
す
。
台
風
や
集
中
豪

雨
、
地
震
な
ど
が
引
き
金
と
な
り
発
生
し

ま
す
。

土
砂
災
害
は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー

が
す
さ
ま
じ
い
た
め
、
災
害
が
起
き
て
か

ら
避
難
し
よ
う
と
し
て
も
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
ま
た
予
測
が
困
難
な
た
め
、
役
場
か

ら
の
避
難
情
報
が
間
に
合
わ
な
い
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

気
象
情
報
や
前
兆
現
象
に
注
意
し
、
早

め
の
避
難
行
動
を
取
っ
た
り
、
屋
内
の
比

較
的
安
全
な
場
所
（
崖
と
反
対
側
の
2
階

の
部
屋
な
ど
）
に
移
動
し
た
り
す
る
な
ど

の
安
全
確
保
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

土砂災害は次の 3種類に分類されます
・土石流／土砂などが集中豪雨などの影響で、一気に下流へと押し流さ
れる現象。前兆現象としては、山鳴りがする、急に川の水が濁って流
木が混ざり始める、腐った土のにおいがするなどがある。

・崖崩れ／急な斜面が雨水の浸透や地震などの影響で、突然崩れ落ちる
現象。前兆現象としては、崖にひび割れができる、小石がパラパラと
落ちてくる、崖から水が湧き出るなどがある。

・地すべり／比較的緩やかな斜面が地下水などの影響で、斜面下方へ移
動する現象。前兆現象としては、地面のひび割れや陥没、亀裂や段差
の発生、崖や斜面から水が噴き出すなどがある。
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き
な
く
な
り
ま
す
。
絶
対
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

●
補
助
対
象
区
域
／
公
共
下
水
道
事
業
区
域

と
農
業
集
落
排
水
整
備
地
区
を
除
く
区
域

●
申
請
受
付
期
間
／
11
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
必
ず
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
す
る

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
け
付
け

終
了
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
上
限
額

・
5
人
槽
／
43
万
2
0
0
0
円

・
7
人
槽
／
53
万
8
0
0
0
円

・
8
人
槽
以
上
／
71
万
2
0
0
0
円

●
補
助
金
受
給
要
件

・
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
ま
た
は

工
事
完
了
後
に
居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と

・
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
店
舗
併
用
住

宅
は
条
件
に
よ
り
含
む
）

・
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
3
月
31
日

ま
で
に
設
置
工
事
を
完
了
し
、
補
助
金
に

か
か
る
必
要
書
類
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
各
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

問
下
水
道
課

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る

皆
さ
ま
へ

浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
次
の
３
項
目
の

維
持
管
理
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
浄

化
槽
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）
／
浄

化
槽
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
点
検
や
調
整
、
薬
剤
の

補
給
・
修
理
な
ど
保
守
点
検
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
守
点
検
は
、

県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）
／
浄
化
槽

は
、
毎
年
1
回
以
上
の
清
掃
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
清
掃
は
、
町
の

許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査
（
水
質
検
査
）（
浄
化
槽
法

第
7
条
・
第
11
条
）
／
浄
化
槽
は
、
使

用
開
始
後
3
カ
月
を
経
過
し
た
日
か

ら
５
カ
月
以
内
に
1
回
、
そ
の
後
は
年

1
回
の
水
質
の
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
が
指
定
し
た
検

査
機
関 

（
公
益
社
団
法
人
和
歌
山
県
水

質
保
全
セ
ン
タ
ー
有
田
川
事
務
所
　
☎

６
３ 

‐
６
１
６
１
）で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

◆
◆
◆

農
業
集
落
排
水
・
簡
易
排
水
の

使
用
人
数
が
変
更
に
な
っ
た
ら

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金
と
簡
易

排
水
処
理
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、
次
の

理
由
な
ど
で
使
用
人
数
に
増
減
が
あ
っ
た

場
合
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
地
区
／
①
田

殿
地
区 

②
徳
田
地
区 

③
吉
見
地
区 

④

熊
井
・
奥
地
区 

⑤
吉
原
地
区

●
簡
易
排
水
処
理
事
業
実
施
地
区
／
栗
林

地
区

●
増
減
理
由
の
例

・
出
生
や
死
亡
な
ど
に
よ
る
も
の

・
婚
姻
に
よ
る
も
の

・
就
学
や
就
労
に
伴
う
転
居
に
よ
る
も
の

問
下
水
道
課

公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
汚
れ
た
水
を
安
全
で

き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、
川
や
海
に
返
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
公
共
下
水

道
・
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
た
区
域

に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し

て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
で
き
る
だ
け
早
期

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
の
使
用
開
始
後
、

早
期
に
下
水
道
接
続
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

早
期
接
続
奨
励
金
制
度
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
下
水
道
接
続
が
公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
か
ら
1
年
以
内
の
場
合
は
5
万

円
、
2
年
以
内
の
場
合
は
4
万
円
、
3
年

以
内
の
場
合
は
2
万
円
を
受
給
で
き
ま
す
。

問
下
水
道
課

下
水
道
の
上
手
な
使
い
方
と

注
意
点

下
水
道
（
公
共
下
水
道
･
農
業
集
落

排
水
･
浄
化
槽
）
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
離
ま
す
の
清
掃
／
定
期
的
（
１
カ
月

に
１
回
以
上
）
に
清
掃
し
、
油
分
や
食

物
ク
ズ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※
分
離
ま
す
と
は
／
台
所
の
流
し
か
ら
家

の
外
に
つ
な
が
っ
て
い
る
１
個
目
の
ま

す
の
こ
と

●
台
所
の
排
水
／
調
理
後
の
油
な
ど
は
固

め
る
か
新
聞
紙
な
ど
で
ふ
き
取
り
、
で

き
る
だ
け
流
さ
な
い
よ
う
に
し
、
野
菜

く
ず
や
残
飯
な
ど
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
や

排
水
口
に
網
を
付
け
、
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
の
排
水
／
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
紙
・
た
ば
こ
・
布
切
れ
・

紙
お
む
つ
・
生
理
用
品
な
ど
の
異
物
は

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
農
薬
や
消
毒
薬
な
ど
の
薬
品
／
汚
水
を

処
理
す
る
微
生
物
が
死
滅
し
、
処
理
で

4
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般
一
【
間
期
付
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・

／
9
月
5

）
木
（
日

30

）
月
（
日

】
合
総
・
薦
推
【
日
験
試
・

／
9
月
28
日
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土
（

29

）
日
（
日

】
般
一
【
日
験
試
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／
11
月
9
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土
（
日

10

）
日
（
日

】
薦
推
【
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資
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含
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込
見
（
者
卒
高
／専

高
は
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見
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次
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つ
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含
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込
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高
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要
必
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の
長
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見
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学
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月
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月
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日
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資
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た
ま
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む
含
み
込
見
（
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高
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高
は

3

）
む
含
み
込
見
（者
了
修
次
年

つ
か

21

者
の
満
未
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●

校
学
大
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医
衛
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間
期
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受

／
9
月
5

30

）
月
（日

日
験
試
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／
10
月
19

）
土
（
日

格
資
・

た
ま
）
む
含
み
込
見
（
者
卒
高
／専

高
は

3

）
む
含
み
込
見
（者
了
修
次
年

つ
か

21

者
の
満
未
歳

部
本
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協
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集
募
者
居
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住
営
町●

集
募

地
団
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徳
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1
戸

田
徳
／
所
住
・

8
5
4
1

地
番

2

和
昭
／
考
備
・

49

建
）
年
４
７
９
１
（
年

、
築

52

88

火
耐
易
簡
、
㎡

2

、
て
建
階

2
D
K

レ
イ
ト
・
室
浴
・

・

／
賃
家

1
万

0
0
9

2
万
1
4
0
0

円
●

間
期
付
受
込
申

／
9
月
9

9
月
24

）
火
（
日

伴
に
時
日
庁
開
場
役
は
時
日
け
付
け
受
※

。
う

●

他
の
そ

定
規
の
定
一
ど
な
限
制
得
所
は
に
居
入
・

。
す
ま
り
あ
が

住
営
町
る
あ
に
域
地
備
吉
（
宅
住
び
き
・

直
（
し
有
を
所
住
に
町
川
田
有
は
）
宅近

6

て
め
含
を
人
本
つ
か
、）
月
カ

2で
）
む
含
を
者
約
婚
（
族
親
の
上
以
人

。
す
ま
り
な
と
象
対
が
方
る
き
で
居
入

。
す
ま
し

の
例
条
町
、
は
後
け
付
け
受
み
込
し
申
・

。
す
ま
し
定
決
を
者
居
入
り
よ
に
定
規

）
舎
庁
備
吉
（
課
設
建

せ
ら
知
お
の
ら
か
隊
衛
自
・
省
衛
防

目
種
各

 

集
募
の
官
衛
自

●

生
補
候
官
衛
自

間
期
付
受
・

験
試
各
（
て
じ
通
を
間
年
／）

で
ま
日
前

日
験
試
・

／
9
月
27

・）
金
（
日

28

）
土
（
日

格
資
・

／
18

上
以
歳

33

者
の
満
未
歳

●

生
補
候
曹
般
一

間
期
付
受
・

／
9
月
6

で
ま
）
金
（
日

（
日
験
試
・

1

）
次

／
9
月
20

）
金
（
日

22

）
日
（
日

（
日
験
試
・

2

）
次

／
10
月
11

・）
金
（
日

12

ち
う
の
）
土
（
日

1
日

格
資
・

／
18

上
以
歳

33

者
の
満
未
歳

●

生
学
空
航

間
期
付
受
・

／
9
月
6

で
ま
）
金
（
日

（
日
験
試
・

1

）
次

／
9
月
16

）
月
（
日

（
日
験
試
・

2

）
次

／
10
月
15

）
火
（
日

20

ち
う
の
）
日
（
日

1
日

（日
験
試
・

3

）
次
／

】
海
【

11
月
22

）
金
（日

12
月
18

る
す
定
指
ち
う
の
）
水
（
日

1

、
日

】
空
【

11
月
16

12

月
19

る
す
定
指
ち
う
の
）
木
（
日

1
日

格
資
・

／

】
海
【

）
む
含
み
込
見
（
者
卒
高

専
高
は
た
ま

3

み
込
見
（
者
了
修
次
年

つ
か
）
む
含

18

上
以
歳

23

者
の
満
未
歳

　

】
空
【

た
ま
）
む
含
み
込
見
（
者
卒
高専

高
は

3

）
む
含
み
込
見
（者
了
修
次
年

つ
か

18

上
以
歳

21

者
の
満
未
歳

●

校
学
大
衛
防

】
合
総
・
薦
推
【
間
期
付
受
・

／
9
月
5

9

）
月
（
日

4

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



の
椒
山
う
ど
ぶ

集
募
を
者
力
協
究
研
態
生

山

椒

改
、
度
の
こ
、
て
い
つ
に
究
研
態
生
の

無
の
苗
に
者
力
協
究
研
た
し
と
的
目
を
植

の
と
育
生
と
件
条
候
気
、
い
行
を
付
配
料

。
す
ま
し
査
調
を
ど
な
性
連
関

1

た
あ
戸

限
下
、
は
数
本
布
配
の
り

10

50

。
す
で
本

間
期
込
申
、
は
方
る
け
だ
た
い
力
協
ご

申
お
で
口
窓
、
上
の
ち
持
お
を
鑑
印
に
内

。
い
さ
だ
く
み
込
し●

象
対

既
、
り
あ
が
地
園
に
内
町
川
田
有
／

象
対
に
た
新
は
た
ま
栽
植
を
種
品
象
対
に

志
意
る
す
と
い
わ
り
な
、
し
栽
植
を
種
品

し
と
的
目
を
上
向
の
率
効
産
生
、
り
あ
が

の
方
る
け
だ
た
い
力
協
ご
に
究
研
態
生
た

、
後
用
活
の
業
事
当
①

10

産
生
上
以
年

と
こ
る
す
有
を
思
意
る
す
続
継
を
動
活

　ま
昇
上
の
齢
樹
、
が
用
活
の
業
事
当
②

ど
な
害
被
る
す
と
因
原
を
害
水
風
は
た

つ
に
策
対
の
へ
少
減
の
量
産
生
る
よ
に

と
こ
る
が
な

　

有
所
地
土
と
者
請
申
③

申
、
し
だ
た
（
と
こ
る
あ
で
一
同
が
者

で
合
場
る
な
異
が
者
有
所
地
土
と
者
請

の
面
書
る
す
証
を
と
こ
る
い
て
れ
ら

）
い
な
は
で
り
限
の
こ
ば
れ
あ
が
出
提

　
方
る
め
認
と
要
必
が
長
町
他
の
そ
④

●

間
期
付
受

／
10
月
7

10
月

11

）
金
（
日

局
政
行
水
清
・）
舎
庁
屋
金
（
課
業
産

室
興
振
業
産

 

◆
◆
◆

の
度
制
済
共
金
職
退
業
林

求
請
金
職
退

和
昭
、
は
度
制
済
共
金
職
退
業
林

57
年

（

2
8
9
1

金
職
退
業
企
小
中
「
に
）
年

く
働
で
業
林
た
し
足
発
り
よ
に
」
法
済
共

。
す
で
度
制
金
職
退
の
め
た
の
方

こ
た
れ
さ
事
従
に
事
仕
の
業
林
、
前
以

共
金
職
退
業
林
、
時
当
の
そ
、
り
あ
が
と

職
退
、
で
方
た
い
て
れ
さ
入
加
に
度
制
済

な
の
り
た
当
心
お
た
し
を
き
続
手
求
請
金

て
れ
ら
取
け
受
だ
ま
を
金
職
退
、
は
方
い

。
す
ま
り
あ
が
れ
恐
い
な
い

支
の
り
寄
最
、
は
方
る
あ
が
れ
恐
の
給
受
未

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
へ
部
本
は
た
ま
部

人
法
政
行
立
独

 

構
機
済
共
金
職
退
者
労
勤

 島
豊
都
京
東
（
部
本
業
事
済
共
金
職
退
業
林

１
‐
７
２
‐
１
袋
池
東
区

 
９
８
８
２
‐
１
３
７
６
‐
３
０
☎
）
ル
ビ9

月
10

16

は
日

間
週
防
予
殺
自9

月
10

防
予
殺
自
界
世
「
の
）
火
（
日

1

関
に
防
予
殺
自
、
は
間
週

の
め
た
く
だ
た
い
て
め
深
を
解
理
る
す

。
す
ま
い
て
れ
さ
と
」
間
週
防
予
殺
自
「

置
設
を
口
窓
談
相
種
各
は
で
県
山
歌
和

問
お
は
細
詳
・
時
日
催
開
。
す
ま
い
て
し

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い●

」
花
の
め
う
「
会
の
い
あ
ち
か
わ

象
対
・

所
場
・

費
加
参
※

0
0
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円
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必
が
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込
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前
事
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あ
育
保
時
一
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要
必
が
み
込
し
申
は
方
の
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参
初
※●

）
談
相
別
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（
談
相
族
遺
死
自

象
対
・

所
場
・

。
要
必
約
予
。
料
無
談
相
※●

談
相
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個
の
族
家
と
者
事
当
存
依
物
薬

象
対
・

危
・
剤
い
せ
覚
・
症
存
依
物
薬
／

族
家
の
そ
や
方
の

所
場
・

。
要
必
約
予
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料
無
談
相
※●

談
相
話
電
ン
イ
ラ
と
あ
は

象
対
・

る
い
て
じ
感
を
さ
ら
づ
き
生
／

・
症
存
依

嗜
癖

ど
な

・

号
番
話
電
談
相

０
０
７
１
‐
４
２
４
‐
３
７
０
／

※
3
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消費税法の改正に伴い、水道料金・水道加入分担金・メーターの使用料（水道）・公共下水道使用料・農
業集落排水施設使用料と簡易排水処理施設使用料・市町村設置型浄化槽使用料が変更になります。新しい料
金などは表のとおりです。新しい料金は今年 10 月 1 日から適用され、11 月請求分からは新料金となります。

水道課（水道に関すること）・下水道課（下水道に関すること）

メーターの使用料
口径 料金

20㎜まで 110 円
25㎜ 231 円
30㎜ 385 円
40㎜ 440 円
50㎜ 3,300 円
75㎜ 3,740 円

水道料金（1 カ月につき）　※メーター使用料は別
料金区分 基本料金 超過料金

用途別 水量 料金 水量 料金
(1㎥につき )

一般家庭用 10㎥まで 1,540 円

10㎥を超え
100 ㎥まで 154 円

100 ㎥を超えるもの 187 円

営業用 
( 会社・官公庁・
病院・学校など )

10㎥まで 1,870 円

10㎥を超え
100 ㎥まで 187 円

100 ㎥を超えるもの 220 円

特殊用 ( 一時用 ) 20㎥まで 5,500 円 20㎥を超えるもの 330 円

水道加入分担金
メーター
口径

水道加入
分担金の額

13㎜ 14 万 3,000 円
20㎜ 22 万円
25㎜ 34 万 1,000 円
30㎜ 49 万 5,000 円
40㎜ 88 万円
50㎜ 143 万円
75㎜ 330 万円

　消費税増税に伴い、施設使用料
などについても 10 月 1 日から値上
げを行います。
　利用料金については町ホーム
ページでご確認いただくか、施設
担当部署にお問い合わせください。

公共下水道使用料

区分
基本料金 超過料金

排除
汚水量 金額 排除

汚水量 金額

一般排水 10㎥まで 1,320 円 1 ㎥につき 132 円

農業集落排水処理施設使用料
・簡易排水処理施設使用料
基本料金
（月 額）

人員割
（月 額）

1,650 円 1 人あたり 660 円

市町村設置型浄化槽使用料

人槽区分 使用量の額
（月 額）

5人槽 4,400 円
7 人槽 5,170 円

8 ～ 10 人槽 6,270 円
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7

9

9 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

4

7 月 15 日（月・祝）、第 11 回 
かなや納涼おしゃるきまつりを行
いました。予定日から 1日延期し
ての開催となり、催し内容も一部
変更となりましたが、約 7,000 人
の方にお越しいただきました。

4
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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